
本
書
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
西
門
慶
と
い
う
、
山
東
省
渭
河
県
の
薬
屋
の
主
人
の
半
生
を
描
い
た
も
の
で
、
時
代
は
宋
の
徽
宗
（
政
和
年
間

二
二
’
一
二
七
年
）
の
頃
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
本
書
の
作
者
は
、
笑
笑
生
と
い
う
だ
け
で
本
名
は
不
明
だ
し
、
明
代
の
万
暦
中
期
’

十
六
世
紀
の
終
り
頃
で
き
た
と
さ
れ
、
な
お
多
く
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
内
容
か
ら
い
っ
て
明
代
の
情
景
と
い
え
る
。

主
人
公
、
西
門
慶
に
は
一
妻
五
妾
が
あ
り
、
本
書
の
名
も
、
濯
金
蓮
、
李
瓶
児
、
濡
金
蓮
の
女
中
で
も
あ
る
春
梅
の
三
名
の
名
か
ら
由
来
し

て
い
る
。
そ
の
他
、
彼
に
は
女
性
関
係
が
多
く
、
こ
の
た
め
本
書
は
そ
の
性
的
描
写
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
淫
害
の
レ
ッ
テ
ル
が
は
ら
れ
て
し
ま
つ

生
活
が
に
じ
承
で
て
い
る
。

そ
こ
で
、
い
わ
ゆ
る
四
大
奇
書
（
『
水

で
は
『
金
瓶
梅
』
に
つ
い
て
ふ
れ
た
い
。

は
じ
め
に

（
一
）
（
一
一
）

道
教
と
中
国
医
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
す
で
に
ふ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
関
係
を
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
で
染
る
こ
と
に

し
た
。
権
威
的
な
医
書
や
、
宗
教
関
係
の
書
物
で
み
る
以
外
に
、
中
国
の
い
わ
ゆ
る
、
小
説
類
の
な
か
に
こ
の
片
鱗
を
承
る
こ
と
が
可
能
で
あ

ろ
う
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
は
そ
れ
な
り
の
材
料
や
時
代
背
景
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
人
々
の
活
々
と
し
た

『
金
瓶
梅
』
に
み
る
中
国
医
学

（
『
水
耕
伝
』
、
『
三
国
志
演
義
」
、
『
西
遊
記
』
、
「
金
瓶
梅
』
）
や
、
『
紅
楼
夢
』
な
ど
に
つ
‐
い
て
検
討
し
た
が
、
こ
こ

和
曜
馨
鑿
鎮
一
弄
醗
第
澆
平
成
三
年
六
月
十
八
日
受
付

吉
元
昭
治
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て
い
る
。
彼
は
つ
い
に
は
、
催
淫
剤
の
誤
用
で
命
を
失
う
に
到
る
。
そ
の
後
、
金
軍
の
侵
入
で
、
一
家
離
散
の
悲
劇
を
む
か
え
る
百
回
本
で
あ

る
。
し
か
し
、
本
書
の
評
判
は
こ
れ
を
ゆ
る
さ
ず
、
『
続
金
瓶
梅
』
が
生
ま
れ
、
そ
の
後
の
物
語
が
つ
づ
ら
れ
て
い
る
。
『
（
詞
話
本
）
』

本
書
の
内
容
を
分
析
す
る
と
、
い
わ
ゆ
る
淫
書
と
み
る
だ
け
で
は
大
き
な
誤
り
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
政
治
、
経
済
、
民
俗
、
風

習
、
音
楽
、
詩
詞
、
芝
居
等
の
芸
術
、
飲
食
、
家
庭
内
の
生
活
風
景
、
娼
婦
の
街
、
な
ど
あ
ら
ゆ
る
人
々
の
生
活
が
目
の
前
に
あ
ら
わ
れ
、
ま

さ
に
、
北
宋
（
現
、
開
封
）
の
、
沐
京
の
有
様
を
描
い
た
、
清
明
上
河
図
の
世
界
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。

こ
の
『
金
瓶
梅
』
の
中
国
医
学
や
道
教
に
関
す
る
部
分
を
抽
出
、
分
類
し
て
承
る
と
、
そ
の
量
の
多
さ
と
、
多
彩
さ
に
驚
く
べ
き
も
の
が
あ

る
。
こ
の
う
ち
、
道
教
に
関
す
る
部
分
は
別
稿
と
し
た
。

呉
神
仙
（
呉
真
仙
）
と
い
う
、
人
相
見
を
よ
く
す
る
道
士
が
、
西
門
慶
の
家
に
き
て
、
家
中
の
人
相
を
見
る
が
、
こ
れ
が
、
こ
れ
か
ら
の
西
門

慶
お
よ
び
、
彼
の
妻
妾
の
運
命
の
伏
線
と
な
っ
て
い
る
。
彼
は
、
「
善
暁
麻
衣
相
法
、
又
暁
六
壬
神
課
、
常
施
薬
救
人
」
と
い
っ
て
い
る
。
麻

衣
相
法
と
は
、
麻
衣
道
者
が
伝
え
た
と
い
う
相
法
で
、
他
に
柳
荘
派
と
い
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
六
壬
神
課
と
は
、
生
年
月
日
の
干
支
に
ょ
っ

衣
相
法
と
は
、
麻
衣
道
者
が
伝
え
た
‐

て
吉
凶
を
占
う
方
法
で
あ
る
（
二
九
）
。

こ
の
（
）
は
小
説
の
章
回
（
章
ま
た
は
回
）
を
示
す
。
以
下
同
様
。

次
に
、
西
城
天
竺
か
ら
や
っ
て
き
た
胡
僧
は
「
雲
遊
至
此
。
施
薬
済
人
」
と
い
い
、
何
か
房
術
的
薬
が
な
い
か
と
い
う
西
門
慶
に
、
催
淫
剤

を
与
え
る
が
、
結
局
彼
は
、
そ
の
誤
用
で
命
を
お
と
す
に
到
る
（
四
九
）
。

西
門
慶
の
第
五
夫
人
李
瓶
児
が
病
を
得
て
、
重
篤
と
な
り
、
趙
太
医
（
趙
搗
鬼
ｌ
ご
ま
か
し
医
者
）
も
呼
び
入
れ
た
と
き
、
彼
の
言
葉
の
あ
と

に
「
半
積
陰
功
半
養
身
、
古
来
医
道
通
仙
道
」
と
あ
る
。
明
代
、
南
豐
李
『
医
学
入
門
』
陰
隙
の
項
に
「
医
通
仙
道
、
半
積
陰
功
、
然
陰
功
可

半
積
而
己
乎
」
と
あ
る
の
と
同
じ
表
現
と
い
え
よ
う
（
六
一
）
。

一
、
中
医
学
の
医
薬
に
関
す
る
部
分
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○
迷
魂
湯
（
二
六
）
…
こ
れ
も
薬
で
は
な
く
、
人
が
死
亡
し
た
と
き
、
迷
魂
湯
を
の
み
、
一
切
の
生
前
の
こ
と
を
忘
れ
さ
せ
、
死
後
の
世
界
を

送
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
伝
え
か
ら
、
死
に
到
る
こ
と
を
い
う
。

○
定
心
湯
…
李
瓶
児
の
分
娩
（
三
○
）
鏡
磨
き
の
老
人
と
の
や
り
と
り
の
中
（
五
八
）
呉
月
娘
の
分
娩
（
七
九
）
に
出
て
く
る
。
分
娩
後
の

心
虚
状
態
（
精
神
不
安
、
息
切
れ
、
疲
れ
）
の
恢
復
に
用
い
ら
れ
る
。
一
種
の
気
づ
け
薬
。
多
く
の
註
釈
に
は
、
竜
眼
肉
の
む
し
て
汁
と
し
た
も

の
に
、
米
の
と
ぎ
湯
と
ま
ぜ
て
の
ま
す
と
さ
れ
て
い
る
が
、
中
医
学
的
に
み
る
と
次
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
『
三
因
極
一
病
証
方

論
』
に
あ
り
、
決
苓
、
柱
心
、
炎
甘
草
、
白
筍
、
炮
姜
、
妙
遠
志
、
人
参
に
大
棗
を
加
え
て
煎
じ
る
も
の
。
他
は
、
『
医
学
衷
中
参
西
録
』
に
、

竜
眼
肉
、
妙
酸
棗
仁
、
山
茱
萸
、
妙
柏
子
仁
、
龍
骨
、
生
牡
蠣
、
乳
香
、
没
薬
な
ど
か
ら
な
る
も
の
が
あ
る
。

註
（
二
）

○
朱
砂
丸
薬
（
四
八
）
珠
砂
丸
（
九
○
）
；
・
前
者
は
、
西
門
慶
と
李
瓶
児
の
問
に
生
ま
れ
た
官
嵜
の
病
気
の
と
き
、
後
者
は
、
呉
月
娘
の
息

子
、
孝
寄
が
病
気
の
と
き
、
劉
婆
が
姜
湯
と
共
に
の
ま
す
。
朱
砂
丸
に
も
数
種
あ
っ
て
、
例
え
ば
、
『
外
台
秘
要
』
に
は
、
お
こ
り
を
治
す
救

急
法
と
し
て
、
朱
砂
、
常
山
、
牛
膝
等
で
つ
く
る
と
あ
り
、
ま
た
『
太
平
聖
恵
方
』
に
は
、
朱
砂
、
鬼
箭
羽
、
雄
黄
、
赤
小
豆
か
ら
な
る
処
方

が
載
っ
て
い
る
。
別
に
朱
砂
を
羊
胆
に
入
れ
、
か
げ
干
し
に
し
、
小
豆
大
の
も
の
を
十
丸
の
む
と
い
う
、
眼
の
前
が
く
ら
く
な
る
、
急
激
な
視

出
さ
せ
る
（
九
三
）
。

ま
た
、
杏
庵
居
士
と
い
う
金
持
ち
の
老
人
は
、
厚
く
神
を
敬
い
、
道
士
の
よ
う
な
衣
を
ま
と
い
、
貧
民
救
済
を
心
が
け
て
い
た
。
門
前
で
病

人
に
施
薬
し
、
家
に
二
本
の
杏
樹
が
あ
っ
た
の
で
、
杏
庵
と
い
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
と
こ
ろ
は
、
古
く
杏
林
の
故
事
で
名
高
い
、
董
奉
を
思
い

て
い
る
。

る
○

次
に
、
各
項
目
に
わ
け
て
述
べ
て
承
る
。

註
（
一
）

和
合
湯
（
二
）
：
・
西
門
慶
に
播
金
蓮
を
と
り
も
つ
、
王
婆
が
二
人
に
さ
し
だ
す
茶
湯
（
薬
で
は
な
い
）
。
婚
礼
時
に
祀
る
和
合
二
仙
か
ら
き

こ
れ
ら
か
ら
し
て
も
、
道
士
が
薬
を
投
与
し
て
い
た
こ
と
、
道
教
と
医
学
が
極
め
て
近
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
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力
障
害
に
用
い
ら
れ
る
民
間
方
も
あ
る
↑

容
は
、
は
っ
き
り
し
一

ど
か
ら
な
っ
て
い
る
。

○
薄
荷
燈
心
湯
（
四
八
）
：
・
薄
荷
と
燈
心
か
ら
な
る
簡
単
な
も
の
だ
か
ら
、
お
そ
ら
く
民
間
方
で
あ
ろ
う
。

○
種
子
霊
丹
（
五
三
）
：
西
門
慶
の
子
を
願
う
呉
月
娘
に
、
脾
姑
子
（
尼
）
が
届
け
た
く
す
り
。
種
子
と
は
受
胎
の
こ
と
。
烏
金
紙
に
包
ま
れ

表
面
に
、
「
種
子
霊
丹
」
と
書
い
て
あ
り
、
彼
女
が
握
る
と
、
腰
下
部
が
熱
く
な
り
、
か
ぐ
と
口
の
中
に
唾
が
い
つ
ぱ
い
に
湧
い
て
く
る
。
こ

の
処
は
こ
の
薬
の
効
果
の
あ
ら
た
か
な
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

薬
気
が
皮
膚
を
通
し
て
作
用
す
る
の
は
、
外
用
薬
も
そ
う
だ
が
、
握
薬
と
い
っ
て
薬
を
手
で
握
っ
て
お
く
と
い
う
方
法
も
あ
っ
た
。
こ
の
内

容
は
、
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
が
、
『
葉
天
氏
女
科
』
に
、
種
子
丹
と
い
う
の
が
あ
る
。
蓮
鬚
、
山
茱
萸
、
覆
盆
子
、
龍
骨
、
芙
実
、
茨
黎
な

○
降
火
滋
栄
湯
（
五
四
）
・
・
・
李
瓶
児
が
病
気
と
な
り
任
太
医
が
往
診
し
た
と
き
、
次
の
加
味
地
黄
丸
と
と
も
に
処
方
さ
れ
る
。
降
火
と
は
潟
火

（
解
熱
な
ど
）
、
滋
栄
と
は
養
血
（
体
力
を
つ
け
る
）
の
こ
と
。
出
典
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
『
伝
青
主
女
科
編
方
』
に
、
滋
栄
養
気
扶
正
湯
の
名

を
み
る
。
人
参
、
黄
菩
、
白
尤
、
川
言
、
熟
地
黄
、
麦
門
冬
、
麻
黄
等
か
ら
な
り
、
産
後
、
寒
熱
有
汗
の
も
の
の
初
期
に
用
い
る
と
あ
る
。

○
加
味
地
黄
丸
（
五
四
）
…
別
名
、
八
仙
長
寿
丸
、
麦
味
地
黄
丸
。
『
寿
世
保
元
』
に
染
る
。
肺
腎
陰
虚
、
す
な
わ
ち
、
力
な
く
、
食
欲
減
退
、

せ
き
、
軟
便
、
性
欲
減
退
、
盗
汗
、
発
熱
、
口
渇
な
ど
の
老
人
に
対
応
し
て
い
る
。
地
黄
、
山
茱
萸
、
山
薬
、
丹
皮
、
沢
潟
、
五
味
子
、
麦
門

冬
等
か
ら
な
る
、
六
味
地
黄
丸
が
も
と
と
な
っ
て
い
る
。

○
燈
心
薄
荷
金
銀
湯
（
五
九
）
…
李
瓶
児
の
子
、
官
寄
が
ひ
き
つ
け
、
劉
婆
が
よ
ば
れ
、
燈
心
、
薄
荷
、
金
銀
花
よ
り
な
る
薬
剤
を
与
え
ら
れ

る
。
前
出
の
燈
心
薄
荷
湯
に
近
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

○
金
箔
丸
（
五
九
）
：
．
同
じ
と
き
、
月
娘
が
官
寄
の
口
を
こ
じ
あ
け
、
こ
れ
を
と
か
し
て
口
に
入
れ
る
。
『
小
児
薬
証
直
訣
』
に
あ
り
、
金
箔
、

天
南
星
、
白
附
子
、
防
風
、
半
夏
、
雄
黄
、
朱
砂
、
牛
黄
、
氷
片
、
鰐
香
等
か
ら
な
る
。
『
衛
生
宝
鑑
』
に
も
、
同
名
を
み
る
が
、
こ
れ
は
夜

天
南
星
、
白
附
子
、
防
局

尿
症
を
主
と
し
て
い
る
。
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蕊
芦
等
か
ら
な
る
。

接
鼻
散
（
五
九
）
…
官
寄
の
病
が
ま
す
ま
す
悪
化
し
、
小
児
科
医
を
招
き
、
接
鼻
散
の
テ
ス
ト
を
行
う
。
こ
れ
を
鼻
孔
に
吹
き
つ
け
、
も
し
鼻

水
が
出
れ
ば
治
る
見
込
み
が
あ
る
と
す
る
。
元
来
は
、
喉
麻
痒
（
ジ
フ
テ
リ
ー
な
ど
）
や
、
牙
関
緊
急
に
用
い
ら
れ
る
。
皀
角
、
白
祇
、
雄
黄
、

○
帰
脾
湯
（
六
一
）
…
李
瓶
児
が
性
器
出
血
が
つ
よ
く
な
り
、
任
医
官
の
往
診
を
う
け
、
投
与
さ
れ
る
。
本
剤
は
、
『
済
生
方
』
に
も
あ
る
が
、

「
校
注
婦
人
良
方
』
の
方
を
と
り
た
い
。
す
な
わ
ち
人
参
、
妙
白
尤
、
妙
黄
耆
、
挟
苓
、
龍
眼
肉
、
当
帰
、
遠
志
、
酸
棗
仁
等
か
ら
な
り
、
中

医
学
で
い
う
脾
（
血
液
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
働
き
が
あ
る
）
の
異
常
、
心
（
血
液
循
環
と
関
係
す
る
）
の
異
常
に
用
い
ら
れ
る
。
血
崩
（
性
器
出
血
）
、

月
経
不
調
、
不
眠
、
健
忘
、
疲
労
等
に
適
応
す
る
。
加
味
帰
脾
湯
は
貧
血
症
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。

○
三
七
薬
（
六
二
）
…
李
瓶
児
に
花
大
舅
（
母
方
の
兄
弟
の
お
じ
）
が
見
舞
い
に
き
て
、
こ
れ
を
す
す
め
る
。
ま
た
の
名
、
田
七
、
う
こ
ぎ
科
人

参
の
一
つ
。
止
血
、
止
痛
等
の
作
用
が
あ
り
、
性
器
出
血
、
吐
血
、
下
血
、
外
傷
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
。
単
剤
だ
か
ら
民
間
方
と
い
え
る
。

○
椋
灰
、
白
鶏
冠
花
（
六
二
）
：
．
同
じ
場
面
に
出
て
く
る
。
椋
灰
は
し
ゅ
ろ
（
椋
棡
）
の
皮
を
焼
い
て
灰
と
し
た
も
の
（
固
渋
止
血
法
）
。
白
鶏
冠

花
は
、
鶏
冠
頭
、
こ
れ
を
煎
じ
て
、
酒
と
と
も
に
服
用
し
、
性
器
出
血
に
用
い
ら
れ
る
。
民
間
方
。

○
梅
蘇
丸
（
六
七
）
：
・
西
門
慶
が
応
伯
爵
に
す
す
め
る
菓
子
の
類
。
こ
れ
を
た
べ
る
と
、
つ
ば
が
で
て
肺
を
う
る
お
し
、
口
臭
を
去
り
、
疾
を

と
り
、
食
欲
を
助
け
る
と
い
っ
て
い
る
。
『
遵
生
八
菱
』
に
梅
蘇
丸
方
が
記
さ
れ
て
い
る
。

○
百
補
延
令
丹
（
六
七
）
…
応
伯
爵
が
西
門
慶
に
向
っ
て
、
体
を
大
切
に
す
る
よ
う
い
う
と
、
彼
は
、
任
太
医
（
後
渓
）
が
こ
の
薬
を
送
っ
て

く
れ
、
こ
れ
は
宮
廷
で
も
の
み
、
人
乳
と
と
も
に
朝
早
く
の
む
も
の
だ
と
説
明
す
る
。
百
補
延
令
丹
と
は
不
詳
だ
が
、
延
令
丹
は
別
名
、
妙
応

丹
と
し
て
、
『
太
平
恵
民
和
剤
局
方
』
巻
九
婦
人
諸
疾
に
、
当
帰
、
石
膏
、
沢
蘭
、
附
子
、
木
香
、
熟
地
黄
、
川
背
、
防
風
、
人
参
、
黄
耆
、

厚
朴
、
炎
甘
草
そ
の
他
か
ら
な
る
も
の
が
あ
る
が
、
適
応
か
ら
こ
れ
で
は
あ
る
ま
い
。
『
沈
氏
尊
生
害
』
に
、
延
年
益
寿
不
老
丹
、
『
万
病
回

春
』
に
、
延
令
固
本
丹
な
ど
を
象
る
か
ら
こ
れ
ら
に
近
い
と
い
え
る
。
⑤

○
広
東
牛
黄
渭
心
蝋
丸
（
七
五
）
．
：
孟
玉
楼
が
嘔
吐
し
つ
づ
け
る
と
き
西
門
慶
が
の
ま
し
て
い
る
。
牛
黄
清
心
丸
は
『
太
平
恵
民
和
剤
局
方
』
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○
暖
宮
丸
薬
（
七
六
）
…
任
医
官
が
呉
月
娘
の
安
胎
を
期
し
て
与
え
る
。
『
太
平
恵
民
和
剤
局
方
』
に
暖
宮
円
の
名
が
承
え
る
。
硫
黄
、
赤
石

脂
、
烏
賦
骨
、
附
子
、
禺
余
糧
等
か
ら
な
る
。
月
経
不
順
、
暦
下
腹
痛
、
不
妊
症
等
に
用
い
ら
れ
る
。
（
五
三
）
に
暖
子
宮
の
言
葉
が
あ
る
が
、

中
医
学
で
は
不
妊
は
、
子
宮
な
ど
が
虚
寒
状
態
に
あ
る
と
い
う
の
で
、
そ
こ
を
暖
め
る
方
法
を
い
う
。

○
延
寿
丹
（
七
八
）
…
西
門
慶
は
、
任
医
官
の
く
れ
た
「
延
寿
丹
」
を
思
い
だ
し
、
服
用
し
た
と
あ
る
が
、
任
医
官
の
く
れ
た
も
の
は
、
（
六
七
）

の
「
百
補
延
令
丹
」
の
こ
と
だ
か
ら
、
延
寿
丹
と
は
こ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
と
お
り
の
「
延
寿
丹
」
と
す
れ
ば
、
別
名
「
黍
米

寸
金
丹
」
（
『
外
科
正
宗
」
）
と
も
い
わ
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
「
延
寿
丹
」
の
名
は
、
そ
の
他
『
世
補
斎
医
書
』
「
聖
済
総
録
』
『
衛
生
宝
鑑
』

『
丹
渓
心
法
』
な
ど
に
み
ら
れ
る
が
、
本
文
と
つ
き
あ
わ
せ
る
と
『
丹
渓
心
法
』
の
も
の
が
近
い
。
す
な
わ
ち
、
虚
損
を
な
お
す
目
的
で
、
天

門
冬
、
遠
志
、
山
薬
、
巴
戟
、
赤
石
脂
、
車
前
子
、
菖
蒲
他
十
六
味
か
ら
な
り
、
蜜
で
ね
り
、
丸
薬
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

○
紅
花
湯
（
八
五
）
：
．
播
金
蓮
は
、
西
門
慶
の
娘
む
こ
の
陳
経
済
と
の
間
に
、
不
義
の
子
を
宿
す
。
経
済
は
胡
太
医
を
訪
ね
、
堕
胎
薬
と
し

て
、
「
紅
花
湯
」
を
も
ら
い
う
け
、
目
的
を
は
た
す
。
こ
れ
は
清
の
郭
志
遂
の
『
疹
張
玉
衡
』
に
あ
り
、
紅
花
、
蒲
黄
、
青
皮
、
香
附
、
貝
母
、

枳
穀
等
か
ら
な
り
、
下
腹
部
の
痛
象
な
ど
に
用
い
る
が
、
紅
花
に
は
、
強
い
破
血
作
用
が
あ
る
の
で
、
堕
胎
の
目
的
に
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ

亨
（
》
○

こ
の
長
い
物
語
の
う
ち
で
、
武
松
、
官
嵜
（
西
門
慶
と
妾
李
瓶
児
の
間
の
子
）
、
李
瓶
児
、
西
門
慶
な
ど
の
死
を
迎
え
る
が
、
そ
の
病
気
か
ら
死

ま
で
の
経
過
は
、
ま
ず
医
師
が
よ
び
入
れ
ら
れ
↓
婆
子
↓
尼
↓
道
士
↓
占
い
師
↓
陰
陽
師
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
く
り
か
え
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

畷ノリ
丸言
、－〆、

○

に
、
悪
心
、
嘔
吐
、
め
ま
い
、
精
神
不
安
、
不
眠
な
ど
に
用
い
る
と
あ
り
、
白
筍
、
麦
門
冬
、
黄
苓
、
当
帰
、
防
風
、
白
尤
、
柴
胡
、
桔
梗
、

川
首
、
決
苓
、
庸
香
、
鈴
羊
角
、
阿
膠
等
二
十
八
味
の
薬
物
か
ら
な
っ
て
い
る
。
金
箔
で
包
象
、
蝋
の
球
形
力
。
フ
セ
ル
の
中
に
入
っ
て
い
る

二
、
診
察
風
景
と
謝
礼
に
つ
い
て
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他
、
妊
娠
と
ぎ
の
診
察
が
記
さ
れ
て
、
当
時
の
医
療
事
情
を
知
る
う
え
に
、
参
考
と
な
る
点
が
多
い
。

（
一
四
）
西
門
慶
の
と
り
ま
き
の
一
人
花
子
虚
は
、
金
銭
的
ト
ラ
ブ
ル
で
、
彼
に
は
か
ら
れ
、

不
幸
害
了
一
場
傷
寒
。
対
季
瓶
児
還
請
的
大
街
坊
胡
太
医
来
看
。
後
来
伯
使
銭
。
只
挨
着
一
日
両
、
両
日
三
、
挨
到
三
十
頭
。
鳴
呼
哀
哉
。

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
花
子
虚
の
妻
、
李
瓶
児
は
夫
、
花
子
盧
が
病
気
と
な
っ
て
も
、
け
ち
け
ち
し
て
、
医
師
に
み
て
も
ら
う
の
も
一
日
延
ば

し
に
延
ば
し
て
、
三
十
日
ば
か
り
放
っ
て
お
い
て
、
つ
い
に
死
ん
で
し
ま
う
。
李
瓶
児
は
そ
の
後
、
西
門
慶
の
第
五
の
妾
と
し
て
迎
え
ら
れ

（
一
七
）
西
門
慶
と
通
じ
た
、
播
金
蓮
は
、
彼
を
恋
い
こ
が
れ
て
、
気
鯵
状
態
と
な
り
、
蒋
竹
山
と
い
う
医
師
が
往
診
す
る
。
こ
の
医
師
は

金
蓮
を
診
て
、
そ
の
美
し
さ
に
惚
れ
、
彼
は
彼
女
か
ら
金
を
出
さ
せ
、
薬
屋
を
開
く
が
、
西
門
慶
に
邪
魔
を
さ
れ
、
金
蓮
は
つ
い
に
は
、
西
門

慶
の
も
の
と
な
る
。
そ
の
竹
山
は
、
金
蓮
を
診
察
す
る
と
、

娘
子
、
肝
脈
弦
出
寸
口
而
洪
大
、
厭
陰
脈
出
寸
口
久
上
魚
際
、
主
六
慾
七
情
所
数
、
陰
陽
交
争
、
乍
寒
、
乍
熱
、
似
有
鯵
結
干
中
而
不
遂
之

寛
也
、
似
瘻
非
痘
、
似
寒
非
寒
、
白
日
則
倦
怠
嗜
臥
、
精
神
短
少
、
夜
晩
神
不
守
舎
、
夢
与
鬼
交
、
若
不
早
治
、
久
而
変
為
骨
蒸
之
疾
。
と

る
0

守
舎
と
は
、
一

る
。
「
骨
蒸
」

と
、
竹
山
は
、

肝
の
異
常
の
と
ぎ
は
、
脈
診
で
は
弦
脈
と
な
る
。
気
鯵
か
ら
肝
鯵
と
な
り
、
イ
ラ
イ
ラ
、
不
眠
、
精
神
不
安
状
態
と
な
っ
た
こ
と
を
示
す
。

厭
陰
脈
も
同
じ
。
寸
口
に
出
た
と
は
、
病
変
が
心
に
ま
で
、
す
な
わ
ち
、
第
一
指
の
つ
け
ね
の
魚
際
ま
で
及
ん
だ
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。
神
不

守
舎
と
は
、
『
霊
枢
』
大
惑
論
第
八
十
に
、
「
心
者
、
神
之
舎
也
」
と
あ
り
、
ま
た
同
じ
く
天
年
第
五
十
四
に
「
神
気
舎
心
、
魂
塊
畢
具
」
と
あ

る
。
「
骨
蒸
一
と
は
現
在
の
結
核
症
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
李
瓶
児
は
死
ん
だ
夫
が
「
大
街
上
胡
先
生
」
に
診
て
も
ら
っ
た
と
い
う

い
〆
フ
○

不
幸
害
了
一
場
傷
寒
。
対
季
詫

断
気
身
亡
亡
年
二
十
四
歳
。

是
那
東
街
上
劉
太
監
房
子
住
的
胡
鬼
噴
児
？
他
又
不
是
我
太
医
院
出
身
。
知
道
甚
陰
脈
？
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と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
当
時
の
風
習
と
し
て
、
室
内
に
便
器
（
桶
子
）
を
お
い
て
用
を
た
し
て
、
い
た
。
ま
た
、
女
性
が
屋
外
の
庭
で
、
用
を

た
し
た
り
、
路
に
す
て
る
場
面
も
ゑ
ら
れ
る
。

（
一
三
二
）
西
門
慶
の
正
妻
、
呉
月
娘
は
早
産
を
す
る
。
姓
娠
五
カ
月
と
な
っ
た
が
、
腹
痛
が
つ
よ
く
、
西
門
慶
家
に
出
入
り
す
る
、
な
ん
で

も
屋
の
劉
婆
に
相
談
し
、
大
き
な
黒
い
丸
薬
二
つ
を
の
ゑ
、
お
ろ
す
。
す
な
わ
ち
、

教
月
娘
用
交
酒
吃
、
那
消
半
夜
、
弔
下
来
了
。
在
橋
桶
内
、
点
燈
撲
看
原
来
是
個
男
胎
、
己
成
形
了
、
正
是
「
胚
胎
未
能
全
性
命
、
真
霊

す
な
わ
ち
、
劉
太
監
内
の
屋
敷
に
住
ん
で
い
る
。
口
か
ら
出
ま
か
せ
の
男
だ
と
こ
き
お
ろ
す
。
太
医
と
は
元
来
官
名
で
あ
っ
た
が
、
時
代
と

と
も
に
、
た
ん
に
医
師
の
こ
と
を
い
う
よ
う
に
な
る
（
現
在
で
は
医
師
の
こ
と
を
大
夫
と
い
っ
て
い
る
）
。
太
医
院
は
皇
室
の
侍
医
寮
を
い
う
。
宋

代
で
は
太
医
局
と
い
っ
た
が
、
元
、
明
、
清
代
で
は
太
医
院
と
い
っ
た
。
『
金
瓶
梅
』
は
時
代
背
景
は
宋
代
を
か
り
て
い
る
が
、
実
際
に
は
、

明
代
の
話
で
あ
る
こ
と
が
こ
の
こ
と
で
も
知
れ
る
。

こ
こ
で
の
謝
礼
は
銀
三
両
と
な
っ
て
い
る
。

（
一
九
）
蒋
竹
山
は
西
門
慶
の
さ
し
む
け
た
、
な
ら
ず
も
の
二
人
の
た
壇
な
ぶ
り
も
の
に
さ
れ
、
折
角
開
い
た
生
薬
店
も
こ
わ
さ
れ
、
遂

に
は
あ
と
で
死
亡
す
る
。
播
金
蓮
は
西
門
慶
の
妾
と
な
る
。
そ
の
蒋
竹
山
の
店
先
の
場
面
（
図
１
）
。

「
祢
這
舗
中
有
狗
黄
没
有
？
」
竹
山
笑
道
「
休
要
作
戯
、
只
有
牛
黄
、
那
討
狗
黄
」
又
問
「
没
有
狗
黄
、
休
有
氷
灰
也
罷
、
享
来
我
礁
、
我

要
員
作
幾
両
」
竹
山
道
「
生
薬
行
只
有
氷
片
、
是
南
海
波
斯
国
地
道
的
、
那
討
氷
灰
来
？
」

牛
黄
、
氷
片
と
い
う
薬
を
狗
黄
、
氷
灰
と
い
っ
て
か
ら
か
わ
れ
、
ま
た
「
串
鈴
児
売
膏
薬
」
と
侮
称
を
投
げ
か
け
ら
れ
る
。
串
鈴
と
は
、
鈴

を
串
さ
し
に
し
た
も
の
を
、
マ
ー
ク
と
し
て
、
諸
国
を
歩
い
て
、
膏
薬
や
、
土
地
、
土
地
で
で
き
る
薬
草
を
売
り
あ
る
い
た
民
間
医
で
、
一
般

の
医
師
よ
り
低
級
な
も
の
と
さ
れ
た
。
行
医
、
走
医
、
鈴
医
な
ど
と
も
い
わ
れ
る
。
『
金
瓶
梅
』
中
に
も
、
こ
の
鈴
医
が
、
他
に
も
登
場
し
て

い

る
○

先
到
杳
冥
天
」
。
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は
民
間
療
法
的
な
場
面
が
承
ら
れ
る
。

（
四
八
、
五
三
）
西
門
慶
と
李
瓶
児
の
間
に
う
ま
れ
た
官
奇
は
生
来
、
体
が
悪
く
、
こ
の
回
で
は
、
こ
れ
に
対
す
る
道
教
医
学
的
、
な
い
し

（
五
四
）
李
瓶
児
の
体
調
が
よ
く
な
く
、
任
医
官
（
任
後
渓
）
が
呼
ば
れ
る
。
任
医
官
は
李
瓶
児
を
脈
診
す
る
（
図
２
）
℃

迎
春
（
下
女
の
名
）
便
把
繍
褥
来
、
襯
起
李
瓶
児
的
手
、
又
把
錦
帖
来
擁
了
玉
臂
、
又
把
自
己
袖
口
籠
着
他
繊
指
、
従
長
底
下
露
出
一
段
粉
白

的
臂
、
来
与
太
医
看
脈
、
太
医
澄
心
定
気
、
候
得
脈
来
、
却
是
胄
虚
気
弱
、
血
少
肝
経
旺
、
心
境
不
清
、
火
在
三
焦
、
須
要
降
火
滋
栄
。

如
今
木
尅
了
土
、
胃
気
自
弱
了
、
気
那
裡
得
生
？
血
那
裡
得
生
？
水
不
能
載
火
、
火
都
升
上
裁
来
、
胸
胴
作
飽
作
姪
、
肚
子
也
時
常
作
痙
、

血
虚
了
、
両
腰
子
潭
身
骨
節
裡
頭
、
通
作
酸
痛
、
飲
食
也
吃
不
下
了
、

西
門
慶
道
「
真
正
任
仙
人
了
、
貴
道
裡
望
聞
問
切
、
如
先
生
這
様
明
白
脈
理
Ｏ
‐
｜

太
医
道
只
是
降
火
滋
栄
、
火
降
了
、
這
胸
胴
自
然
寛
泰
、
血
足
了
、
胸
脅
自
然
不
作
疹
了
、
不
要
認
是
外
感
、
一
些
也
不
是
的
、
都
是
不
足

1

－

図 1

図2
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任
医
官
は
、
こ
の
病
気
は
、
産
後
の
養
生
が
よ
く
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
い
い
、
さ
ら
に
お
よ
そ
、
婦
人
の
産
後
と
、
小
児
の
痘
瘡
の
後
が
難

か
し
い
の
だ
と
い
う
。
ま
た
、
情
火
止
血
剤
が
よ
い
と
あ
る
が
、
情
熱
涼
血
の
方
法
、
す
な
わ
ち
、
血
熱
（
虚
熱
）
妄
行
に
よ
る
出
血
と
も
考

え
て
い
る
。
衛
気
営
血
理
論
か
ら
い
え
ば
血
分
虚
熱
症
の
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
君
薬
で
あ
る
、
黄
柏
、
知
母
と
黄
琴
の
性
味
は
す
べ

て
、
寒
と
苦
で
あ
り
、
生
地
黄
な
ら
寒
、
苦
、
熟
地
黄
と
す
れ
ば
、
温
、
甘
と
な
る
。
こ
の
李
瓶
児
の
状
態
で
は
、
こ
れ
ら
薬
物
を
用
い
る
実

熱
状
態
と
は
異
な
る
か
ら
、
い
ず
れ
に
し
ろ
、
矛
循
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
状
態
な
ら
ば
、
温
、
甘
で
あ
ろ
う
。

坐
の
ブ
（
》
。 五

行
相
克
理
論
に
よ
れ
ば
、
木
尅
土
だ
か
ら
、
肝
気
が
強
く
な
れ
ば
、
胄
気
が
虚
と
な
り
、
気
、
血
と
も
に
不
調
と
な
り
、
ま
た
腎
陰
不

足
、
心
火
冗
盛
の
状
態
は
、
心
腎
の
陰
陽
平
衡
状
態
を
失
調
に
導
き
、
い
わ
ゆ
る
心
腎
不
交
の
状
態
と
な
る
。
精
神
的
ス
ト
レ
ス
、
肉
体
的
疲

労
に
よ
る
。
従
っ
て
心
火
の
下
降
を
図
り
、
腰
や
脇
腹
の
痛
み
も
、
血
虚
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
降
火
滋
栄
の
薬
剤
が
よ
い
と
い
う
。

そ
こ
で
降
火
滋
栄
湯
と
、
加
味
地
黄
丸
が
与
え
ら
れ
る
。

錦
の
手
巾
を
か
け
て
み
て
い
る
。

却
説
任
医
官
看
了
脈
息
、
「
夫
人
這
的
病
、
原
是
産
後
不
慎
調
理
、
面
帯
黄
帯
、
飲
食
也
没
些
要
緊
、
大
凡
婦
人
産
後
、
小
児
痘
後
、
最
難

調
理
、
如
今
夫
人
両
手
脈
息
、
虚
而
不
実
、
按
之
散
大
、
却
又
戦
不
能
自
固
、
這
病
症
都
只
為
火
炎
肝
脈
、
土
虚
木
旺
、
虚
血
妄
行
、
若
今

番
不
治
、
他
後
辺
一
癸
不
的
了
、
只
是
用
些
情
火
止
皿
的
薬
、
黄
栢
知
母
為
君
、
其
余
只
是
地
黄
、
黄
苓
之
類
、
再
加
減
些
吃
下
看
住
、
就

好
了
。

（
五
五
）
こ
こ
は
前
回
の
場
面
と
重
復
し
て
い
る
。
原
文
を
害
雪
二
且
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
‐
い
が
、
前
回
の
表
現
に
は
及
ば
な
い
よ
う
で

症
、
乃
不
足
之
症
、
其
胸
隔
作
痛
、
乃
火
痛
、
非
外
感
也
、
其
胸
脅
怪
疹
、
乃
血
虚
、
非
血
滞
也
。

こ
こ
の
場
面
は
、
中
医
学
的
見
地
か
ら
ぶ
て
も
、
興
味
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
ず
脈
診
を
す
る
の
に
、
手
の
下
に
小
さ
な
枕
を
お
き
、

こ
の
と
き
の
謝
礼
は
一
両
で
あ
っ
た
。
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（
五
九
）
官
寄
の
状
態
は
ひ
き
つ
け
を
く
り
か
え
し
、
つ
い
に
意
識
不
明
と
な
り
、
小
児
科
医
を
よ
ん
で
、
さ
き
に
あ
げ
た
、
接
鼻
散
の
テ

ス
ト
を
し
た
が
無
効
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
い
ろ
い
ろ
な
、
道
教
医
学
的
な
展
開
も
あ
っ
た
が
、
つ
い
に
一
歳
二
カ
月
の
命
を
お
え
る
。

（
六
一
）
李
瓶
児
は
さ
ら
に
、
性
器
出
血
が
ひ
ど
く
な
り
、
重
症
と
な
る
。
ま
ず
任
医
官
が
よ
ば
れ
、

診
畢
脈
、
「
老
夫
人
脈
息
、
比
前
番
甚
加
沈
重
些
、
七
情
感
傷
、
肝
肺
火
太
盛
、
以
致
木
旺
土
虚
、
血
熱
妄
行
、
猶
如
山
崩
而
不
能
節
制
、

若
所
下
的
血
紫
者
、
猶
可
以
調
理
、
若
鮮
紅
者
、
乃
新
血
也
」
と
い
う
。

す
な
わ
ち
脈
は
沈
重
で
病
情
は
重
い
こ
と
を
い
い
、
前
回
よ
り
悪
化
し
、
七
情
つ
ま
り
、
嬉
、
怒
、
憂
、
思
、
悲
、
恐
、
椋
の
七
種
の
精
神

的
因
子
が
悪
化
し
た
た
め
だ
と
説
明
す
る
。
七
情
の
情
志
的
な
過
労
状
態
は
、
ス
ト
レ
ス
を
う
桑
、
内
臓
機
能
失
調
を
も
た
ら
し
、
気
血
の
不

調
が
疾
病
を
発
生
す
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
出
血
の
色
で
良
し
、
悪
し
を
西
門
慶
に
説
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
帰
脾
湯
が
処
方
さ
れ
る
。
謝
礼

は
、
抗
州
産
の
絹
一
疋
と
銀
一
両
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
状
態
が
悪
化
し
、
大
街
口
の
胡
太
医
が
呼
ば
れ
る
が
、
「
子
供
を
な
く
さ
れ
て
、
気
麓
と
な
り
、
そ
の
気
が
血
管
を
つ
き
、
つ
い
に

は
血
行
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
説
明
す
る
。

つ
い
で
、
県
庁
前
の
何
老
人
が
よ
ば
れ
る
。
八
十
一
歳
の
彼
は
、
李
瓶
児
を
み
て
そ
の
状
態
に
驚
く
。
そ
の
さ
ま
は
、

面
如
金
紙
、
体
以
銀
条
、
五
臓
膨
脾
、
六
脈
細
沈
、
東
岳
判
官
催
命
去
、
西
方
仏
子
喚
同
行
、
喪
門
弔
客
臨
身
、
扁
鵲
盧
医
難
下
手
。

で
、
名
医
、
扁
鵲
で
も
如
何
と
も
し
が
た
い
と
、
匙
を
な
げ
た
恰
好
と
な
る
。
そ
こ
へ
、
や
は
り
依
頼
し
て
い
た
城
外
に
す
む
趙
龍
崗
と
い
う

婦
人
科
医
が
や
っ
て
く
る
。
彼
は
趙
搗
鬼
（
趙
ご
ま
か
し
や
、
・
へ
テ
ン
師
）
だ
が
、

毎
日
攻
習
王
叔
和
（
魏
晋
代
の
名
医
、
『
脈
経
』
の
著
者
）
、
東
垣
（
金
元
の
名
医
、
金
元
四
大
家
の
一
人
、
李
東
垣
、
ま
た
は
李
杲
、
『
脾
胄
論
』
で
名
高

い
）
、
勿
聴
子
（
不
明
）
、
黄
帝
素
問
、
難
経
（
秦
越
人
、
す
な
わ
ち
扁
鵲
作
と
さ
れ
る
）
、
活
人
書
（
活
人
書
と
名
が
つ
く
も
の
は
数
種
が
あ
る
。
『
南
陽

活
人
書
』
と
す
れ
ば
、
宋
の
朱
肱
著
で
あ
り
、
『
傷
寒
論
』
に
つ
い
て
の
記
述
）
。
丹
渓
纂
要
（
金
元
四
大
医
家
の
一
人
、
朱
丹
渓
、
あ
る
い
は
朱
震
亨
の

著
）
、
丹
渓
心
法
（
同
上
）
、
潔
古
老
脈
訣
（
金
元
四
大
家
の
一
人
、
張
元
素
、
字
潔
古
の
著
『
潔
古
註
叔
和
脈
訣
』
が
正
し
い
）
、
加
減
十
三
方
（
元
、
徐
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と
い
っ
た
の
で
、
そ
ば
に
、
い
た
何
老
人
は
、
お
ど
ろ
い
て
、
こ
れ
で
は
人
を
殺
し
て
し
ま
う
と
い
う
と
、
趙
太
医
は
、
良
薬
は
口
に
苦
し
と
い

こ
こ
で
西
門
慶
と
の
間
で
滑
稽
な
や
り
と
り
が
あ
る
。
趙
太
医
は
李
瓶
児
の
脈
診
を
行
い
、
李
瓶
児
に
自
分
は
誰
か
と
聞
く
と
、
お
医
者
で

し
ょ
う
と
い
う
と
、
心
配
は
な
い
。
死
ん
だ
り
し
ま
せ
ん
、
人
の
顔
が
わ
か
る
か
ら
と
い
っ
て
西
門
慶
は
失
笑
す
る
。

さ
ら
に
、
趙
太
医
は
脈
診
し
て
、
「
非
傷
寒
則
為
雑
症
、
不
是
産
後
、
定
然
胎
前
」
「
敢
是
飽
悶
傷
食
、
飲
饒
多
了
？
」
と
か
お
か
し
な
こ
と

を
い
い
、
ま
た
李
瓶
児
の
顔
が
黄
色
い
の
を
承
て
、
「
黄
疸
」
で
下
痢
を
し
て
い
る
だ
ろ
う
と
い
う
が
、
西
門
慶
に
す
べ
て
違
う
と
い
わ
れ
、

首
を
か
し
げ
、
横
撞
す
な
わ
ち
「
便
毒
魚
口
」
か
、
月
経
の
異
常
だ
ろ
う
と
い
う
と
、
西
門
慶
が
女
で
な
ん
で
こ
れ
に
な
る
の
か
、
月
経
異
常

は
あ
た
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
と
「
南
無
仏
那
」
（
南
無
阿
弥
陀
仏
）
と
い
っ
て
ほ
っ
と
す
る
。
そ
し
て
そ
の
原
因
は
「
不
是
乾
血
癌
（
喀
血
）
就

血
山
崩
」
と
答
え
る
。
さ
ら
に
そ
の
処
方
は
と
聞
か
れ
る
と
、

甘
草
甘
遂
与
棡
砂
、
蕊
盧
巴
豆
与
完
花
、
人
言
調
着
生
半
夏
、
用
烏
頭
杏
仁
天
麻
、
這
幾
味
児
斉
加
、
葱
蜜
和
丸
一
樋
、
清
辰
用
焼
酒
送

さ
ら
に
趙
太
医
は
、
詩
で
自
分
の
こ
と
を
、
売
杖
揺
鈴
と
い
い
、
行
医
と
も
い
っ
て
い
る
か
ら
、
さ
き
に
述
べ
た
、
串
鈴
医
で
あ
る
。
処
方

す
る
の
も
出
た
と
こ
勝
負
、
眼
病
に
は
灸
を
、
聾
に
は
針
を
さ
す
と
も
述
べ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
串
鈴
医
は
鍼
灸
も
一
諸
に
し
て
い
た
と
お
も

文
中
字
用
和
の
著
）
、
千
金
奇
効
良
方
（
不
明
、
「
奇
効
良
方
』
と
す
れ
ば
明
、
方
賢
の
著
）
、
寿
域
神
方
（
明
、
著
者
不
明
、
『
延
寿
神
方
』
と
も
い
う
）
、

海
上
方
（
宋
、
著
者
不
明
）
、
無
害
不
読
、
無
害
不
看
、
定
関
格
之
沈
浮
、
風
虚
寒
熱
之
症
状
、
一
覧
無
余
、
弦
洪
莉
石
之
脈
理
、
莫
不
通
暁
。

と
い
う
、
関
格
と
は
、
『
素
問
』
六
節
蔵
象
諭
第
九
に
、
人
迎
寸
口
診
で
と
も
に
四
倍
以
上
の
場
合
を
い
い
、
死
に
近
い
。
同
じ
脈
要
精
微
論

篇
第
十
七
で
は
陰
陽
不
相
応
の
病
名
と
し
て
い
る
。
弦
脈
は
肝
胆
疾
患
時
の
代
表
脈
、
洪
脈
は
熱
盛
状
態
を
示
す
脈
、
耗
脈
と
は
、
浮
大
で

軟
、
中
ほ
ど
が
空
虚
に
ふ
れ
る
も
の
で
、
血
虚
と
な
り
気
を
亨
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
状
態
、
す
な
わ
ち
失
血
時
に
糸
ら
れ
る
。
石
脈
は
弾
石

わ
れ
る
。

軟
、
中
ほ
ど
が
空
虚
に
ふ
れ
る
も
の
で
、

脈
と
も
い
い
、
死
脈
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

下
○
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う
で
は
な
い
か
と
す
ま
し
て
い
る
。
西
門
慶
は
と
う
と
う
怒
っ
て
二
銭
を
与
え
て
追
い
出
し
て
し
ま
う
。
何
老
人
は
彼
の
こ
と
を
、

此
人
東
門
外
有
名
的
趙
搗
魂
、
専
一
在
街
上
売
杖
鈴
。

と
西
門
慶
に
説
明
し
て
、
西
門
慶
は
何
老
人
に
銀
一
両
の
御
礼
を
す
る
。

（
六
二
）
西
門
慶
は
李
瓶
児
の
状
態
が
、

服
薬
百
般
医
治
無
効
、
求
神
、
問
卜
、
発
課
、
皆
有
凶
無
吉
、
無
法
可
処
。

と
い
っ
た
状
態
と
な
り
、
三
七
薬
や
椋
灰
と
白
鶏
冠
花
の
煎
薬
も
効
が
な
い
。
そ
こ
で
西
門
慶
は
三
百
七
十
両
を
出
し
て
、
李
瓶
児
の
た
め
に

立
派
な
棺
を
も
と
め
る
。
し
か
し
、
遂
に
二
十
七
歳
で
世
を
去
る
（
政
和
七
年
九
月
十
七
日
、
二
一
七
年
）
。

李
瓶
児
の
性
器
出
血
が
長
く
つ
。
つ
き
、
死
に
到
る
ま
で
の
経
過
を
み
る
と
、
四
月
末
に
胸
や
腰
、
腹
部
に
痛
み
が
あ
り
、
任
太
医
の
診
察
を

う
け
て
い
る
。
ま
た
前
年
の
六
月
二
十
二
日
に
官
寄
を
う
み
、
そ
の
官
寄
は
、
八
月
二
十
三
日
に
死
亡
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
精
神
的
な
負
担

も
あ
っ
て
急
激
に
症
状
が
悪
化
し
て
い
る
。
そ
の
病
名
と
し
て
は
、
彼
女
の
二
十
七
歳
と
い
う
年
齢
、
分
娩
後
と
い
う
こ
と
を
思
い
あ
わ
せ
る
と

絨
毛
癌
が
ま
ず
考
え
ら
れ
、
つ
い
で
子
宮
癌
（
頚
部
癌
）
あ
る
い
は
下
腹
痛
、
発
熱
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
子
宮
筋
腫
の
感
染
も
否
定
で
き
な
い
。

（
七
五
）
呉
月
娘
は
播
金
蓮
と
口
争
い
を
し
て
気
分
が
悪
く
な
り
、
劉
婆
を
呼
ん
で
、

吃
他
服
薬
、
再
不
、
頭
上
刺
両
針
、
由
他
自
好
了
。

と
い
う
。
こ
の
劉
婆
と
い
う
西
門
慶
に
出
入
り
し
て
い
る
婦
人
は
、
前
に
も
出
て
き
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
薬
を
与
え
て
い
た
り
、
針
を
刺
し

吃
他
服
薬
、
再
不
、
頭
上
刺
一

と
い
う
。
こ
の
劉
婆
と
い
う
西
雨

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

（
七
六
）
す
で
に
姓
娠
し
て
い
る
呉
月
娘
は
、
任
医
官
の
診
察
を
う
け
る
。

月
娘
向
袖
口
辺
飾
玉
腕
、
露
青
葱
、
教
任
医
官
脈
診
、
任
医
官
道
「
老
夫
人
原
来
票
的
気
血
弱
、
尺
脈
来
的
又
浮
渋
、
雌
有
胎
気
、
有
些
栄

衡
失
調
、
易
生
愼
怒
、
又
動
了
肝
火
、
如
今
頭
目
不
清
、
中
隔
有
些
阻
滞
、
作
其
煩
悶
、
四
肢
之
内
血
少
而
気
多
。

彼
女
は
元
来
、
気
血
が
弱
く
丈
夫
で
は
な
い
。
脈
診
で
尺
位
、
す
な
？
わ
ち
体
の
下
部
の
脈
が
浮
渋
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
精
血
不
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す
な
わ
ち
、
房
事
過
度
で
、
陰
液
が
不
足
し
、
陽
気
が
相
対
的
に
あ
ま
り
、
虚
火
上
炎
、
陰
虚
状
態
と
な
り
、
血
虚
と
な
る
。
そ
し
て
こ
の

腎
陰
虚
は
、
亡
陰
か
ら
、
陽
気
の
極
度
の
損
傷
に
よ
っ
て
亡
陽
と
進
展
し
、
全
く
重
篤
に
な
る
の
で
あ
る
。

つ
い
で
、
李
瓶
児
も
診
て
も
ら
っ
た
胡
太
医
を
よ
ぶ
と
、
西
門
慶
の
状
態
を
、

，
と
、
い
月
も

足
を
表
現
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
栄
養
が
悪
く
、
怒
り
や
す
く
、
肝
火
が
上
に
の
ぼ
り
、
こ
の
た
め
頭
や
目
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
体
の
中
ほ
ど

け
ん
つ
う

に
障
害
が
若
干
あ
り
、
気
分
が
す
ぐ
れ
な
い
の
だ
と
説
明
す
る
。
そ
し
て
清
胎
、
理
気
、
和
中
、
養
栄
、
錨
痛
之
剤
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
と
い
う
。

清
胎
と
は
安
胎
を
期
す
る
方
法
。
理
気
と
は
、
気
滞
、
気
逆
に
対
す
る
方
法
、
和
中
と
は
、
広
く
は
理
気
法
で
、
和
胃
理
気
、
す
な
わ
ち
胃
な

ど
に
対
す
る
補
気
法
、
養
栄
と
は
栄
養
の
、
鰯
痛
と
は
、
止
痛
法
を
い
う
。
こ
こ
で
は
暖
宮
丸
を
処
方
す
る
。

西
門
慶
は
こ
の
と
き
、
任
医
官
に
一
両
の
謝
礼
を
し
て
い
る
。

（
七
九
）
西
門
慶
は
、
播
金
蓮
と
の
房
事
中
、
胡
僧
か
ら
も
ら
っ
た
、
催
淫
剤
を
彼
女
か
ら
多
く
与
え
ら
れ
、
正
月
十
三
日
重
症
と
な
り
、

つ
い
に
命
を
お
と
し
て
し
ま
う
。
そ
の
症
状
の
は
げ
し
さ
は
、

那
管
中
之
精
、
猛
然
一
股
、
迩
将
出
来
、
猶
水
銀
之
潟
簡
中
相
似
、
忙
用
口
接
嚥
不
及
、
只
顧
流
将
起
来
、
初
時
還
是
精
液
、
往
後
尽
是
血

水
出
来
、
再
無
十
収
救
。
精
尽
継
之
以
血
、
血
尽
出
其
冷
気
而
巳
。
と
な
り
、
さ
ら
に
、
翌
々
日
に
は
、

下
辺
虚
陽
腫
張
、
不
便
処
発
出
紅
量
来
了
。
連
腎
蘂
都
腫
的
明
滴
溜
如
茄
子
大
、
但
溺
尿
、
尿
管
中
猶
如
刀
子
箪
的
一
般
、
さ
ら
に
翌
日
に

な
る
と
、
腎
嚢
腫
張
破
了
、
流
了
一
灘
鮮
血
、
亀
頭
上
又
生
出
箔
瘡
来
、
流
黄
水
不
止
、
西
門
慶
不
覚
昏
迷
。

註
（
三
）

の
有
様
と
な
り
、
三
十
三
歳
の
命
を
お
え
る
（
重
和
元
年
、
正
月
二
十
一
日
五
更
、
午
前
三
時
か
ら
五
時
の
間
、
一
二
八
年
）

こ
の
間
の
西
門
慶
の
受
診
情
況
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

ま
ず
任
太
医
が
よ
ば
れ
る
が
、
脈
診
を
し
て
、

乃
虚
火
上
炎
、
腎
水
下
娼
、
不
能
既
済
、
乃
是
脱
陽
之
症
、
須
是
補
其
陰
虚
、
万
緤
好
得
。
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下
部
慈
毒
、
若
久
而
不
治
、
卒
成
溺
血
之
疾
、
廼
是
忍
便
行
房
。

と
い
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
体
の
下
方
に
毒
が
た
ま
り
、
早
く
よ
く
な
ら
な
け
れ
ば
、
血
尿
症
に
な
る
だ
ろ
う
と
診
断
し
て
い
る
。

次
に
、
李
瓶
児
の
と
き
や
っ
て
来
た
何
老
人
の
子
息
、
何
春
泉
が
診
療
に
く
る
。
そ
し
て
、

是
纒
閉
便
毒
、
一
団
膀
胱
邪
火
、
遅
到
這
辺
下
来
、
四
肢
経
絡
中
、
又
有
湿
疾
流
聚
、
以
致
心
腎
不
交
。

と
説
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
性
生
活
の
不
節
制
は
、
腎
陰
不
足
を
ま
ね
き
、
心
火
（
陽
）
の
下
降
と
腎
水
（
陰
）
の
上
昇
と
い
う
心
腎
の
陰
陽

平
衡
の
失
調
を
お
こ
し
、
心
腎
不
交
と
な
り
、
腎
陰
虚
と
な
り
、
虚
火
が
お
こ
る
。
膀
胱
邪
火
と
い
う
の
も
こ
れ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
三
名
の
医
師
に
対
す
る
謝
礼
は
五
銭
の
銀
子
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
紹
介
で
、
劉
橘
斎
が
よ
ば
れ
、
脈
を
と
り
、
局
所
を
み
て
、
薬
を
塗
り
、
煎
薬
を
与
え
る
。
謝
礼
は
抗
州
絹
一
疋
と
、
一
両
で
あ
っ

こ
の
図
（
図
３
）
は
西
門
慶
が
薬
を
の
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
、
薬
研
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
状
態
が
わ
る
く
な
る
と
、
道
士
の
呉
神

仙
に
き
て
も
ら
う
。
彼
は
医
療
と
占
い
の
二
つ
を
し
て
い
る
が
脈
を
と
り
、

是
酒
色
過
度
、
腎
水
娼
虚
、
是
太
極
邪
火
、
聚
於
慾
海
、
病
在
膏
盲
、
難
以
治
療
。

と
い
う
。
す
な
わ
ち
腎
水
が
枯
渇
し
、
腎
陰
虚
と
な
っ
て
、
全
身
の
虚
熱
が
性
器
に
集
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
と
説
明

し
て
い
る
。
こ
の
呉
神
仙
は
か
つ
て
、
西
門
慶
の
命
は
三
十
三
歳
ま
で
だ
と
占
っ
て
い
る
。
こ
の
謝
礼
は
絹
一
疋
と
な
っ
て
い
る
。

西
門
慶
が
死
亡
し
た
日
、
呉
月
娘
は
急
に
産
気
つ
き
、
察
婆
が
よ
ば
れ
、
無
事
男
児
が
生
ま
れ
る
。
孝
寄
で
あ
る
（
図
４
）
。

（
八
五
）
播
金
蓮
は
、
西
門
慶
の
娘
む
こ
の
陳
経
済
と
通
じ
姓
娠
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
彼
に
三
銭
持
た
し
、
胡
太
医
を
訪
ね
、
堕
胎
薬

を
も
と
め
る
。
胡
太
医
は
、
分
娩
の
こ
と
で
き
た
の
か
と
、
か
ん
ち
が
い
し
て
、

我
家
医
道
大
方
脈
、
婦
人
科
、
小
児
科
、
内
科
、
外
科
、
加
減
十
三
方
、
寿
域
神
方
、
海
上
方
、
諸
般
楪
症
方
、
無
不
通
暁
、
又
專
治
婦
人

胎
前
後
。
且
婦
人
以
血
為
本
、
蔵
干
肝
、
流
干
臓
上
則
為
乳
汁
、
下
則
為
月
水
、
合
精
而
成
胎
気
、
女
子
十
四
而
天
癸
至
、
任
脈
通
放
、

た
。
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経
済
は
こ
れ
を
聞
い
て
、
お
産
の
こ
と
で
来
た
の
で
は
な
く
、
お
ろ
し
た
い
の
だ
と
い
っ
て
、
さ
ら
に
二
銭
追
加
す
る
と
、
胡
太
医
は
、

我
与
紅
花
一
掃
光
、
吃
下
去
、
如
人
行
五
里
、
其
胎
自
落
芙
。

と
い
っ
て
紅
花
湯
を
与
え
る
が
、
そ
の
際
、
『
西
江
月
』
（
唐
代
詞
曲
の
名
、
歩
虚
訶
と
も
い
う
。
）
に
も
そ
の
証
拠
が
あ
る
と
い
っ
て
、

牛
膝
蟹
爪
甘
遂
、
定
磁
大
戟
完
花
、
斑
毛
潴
石
与
綱
砂
、
水
銀
与
芒
硝
研
化
、
又
加
桃
仁
通
草
、
鴎
香
文
帯
凌
花
、
更
燕
酷
煮
好
紅
花
、
管

尤
当
謹
護
、
不
然
、
恐
生
産
後
諸
疾
。

月
候
按
時
而
行
、
常
以
三
旬
一
見
、
過
於
陽
則
経
水
先
期
而
来
、
過
於
陰
、
則
経
水
後
期
而
至
、
血
性
待
熱
而
流
、
寒
則
凝
滞
、
過
与
不

及
、
皆
致
病
也
、
冷
則
多
白
、
熱
則
多
赤
、
冷
熱
不
調
、
則
赤
白
帯
、
大
低
血
気
和
平
、
陰
陽
調
順
、
其
精
血
聚
而
包
胎
成
。
心
腎
二
脈
、

応
手
而
動
。
精
盛
則
為
男
。
血
勝
則
為
女
、
此
自
然
之
理
。
胎
前
必
須
以
安
胎
為
本
。
如
無
他
疾
、
不
可
妄
服
薬
餌
、
待
十
月
分
娩
之
時
、

図'3
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取
孜
児
落
下
。
と
説
明
し
、
紅
花
湯
を
煎
じ
て
の
ん
で
、
目
的
を
は
た
す
が
、
「
好
事
不
出
門
、
悪
事
伝
千
里
」
で
皆
に
知
ら
れ
て
し
ま
う
。

こ
こ
で
胡
太
医
の
い
っ
て
い
る
大
方
脈
と
は
内
科
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
血
は
婦
人
の
重
要
な
も
の
で
、
肝
で
臓
せ
ら
れ
、
ま
た
流
れ
て

肝
に
そ
そ
ぐ
。
一
方
、
肝
腎
同
源
と
い
う
考
え
が
あ
っ
て
腎
は
精
を
蔵
し
、
た
が
い
に
補
い
あ
う
。
し
た
が
っ
て
精
血
同
源
で
あ
る
の
で
、
こ

れ
ら
が
相
い
働
い
て
姓
娠
が
で
き
る
。
ま
た
「
女
子
十
四
而
天
癸
至
」
と
は
、
『
黄
帝
内
経
素
問
』
上
古
天
真
論
篇
第
一
に
み
る
言
葉
で
あ

「
過
於
陽
則
経
水
先
期
而
来
…
…
」
と
は
、
月
経
が
周
期
よ
り
早
く
来
る
月
経
先
期
と
、
遅
れ
て
く
る
月
経
後
期
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。

前
者
に
つ
い
て
は
、
実
熱
と
か
血
涙
血
滞
と
す
る
も
の
が
多
く
、
流
れ
易
く
そ
の
色
は
赤
い
と
い
う
。
平
素
体
が
丈
夫
な
も
の
が
、
飲
食
ま
た

は
外
感
熱
邪
に
侵
さ
れ
て
な
り
易
い
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
血
虚
に
由
来
す
る
も
の
が
多
い
と
す
る
も
の
が
多
い
。
こ
の
場
合
冷
え
と
か
ス
ト

レ
ス
な
ど
が
原
因
で
、
陽
気
不
足
（
血
虚
）
、
腎
精
不
足
と
な
り
不
妊
に
お
ち
入
り
易
い
。
寒
則
凝
滞
と
は
い
わ
ゆ
る
寒
凝
血
涙
で
あ
る
。
一
般

に
血
は
薄
く
、
量
は
少
な
い
。
張
景
岳
の
『
景
岳
全
書
』
婦
人
規
な
ど
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

註
（
四
）

「
心
腎
二
脈
」
に
つ
い
て
は
、
『
黄
帝
内
経
素
問
』
平
人
気
象
論
篇
第
十
八
に
、
「
婦
人
手
少
陰
脈
動
甚
者
、
妊
子
也
」
と
あ
る
。
「
精
盛
則
為

男
…
」
に
つ
い
て
み
る
と
、
宋
、
陳
自
明
『
校
註
婦
人
良
方
』
胎
教
門
に
「
精
勝
其
血
、
則
陽
為
之
主
、
受
気
於
左
子
宮
而
男
形
成
。
精
不
勝

血
、
則
陰
為
之
主
、
受
気
於
右
子
宮
而
女
形
成
」
と
い
う
記
載
を
象
る
こ
と
が
で
き
る
。
安
胎
の
た
め
に
は
、
む
や
み
に
薬
を
と
ら
な
い
ほ
う

が
よ
い
と
妥
当
な
こ
と
を
い
っ
て
い
る
が
、
『
西
江
月
』
の
と
こ
ろ
で
、
出
て
く
る
薬
は
、
多
く
は
劇
薬
で
、
妊
婦
禁
忌
薬
で
あ
り
、
そ
れ
故
、

堕
胎
薬
に
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
紅
花
は
破
血
作
用
が
あ
り
、
活
血
化
疲
作
用
が
強
い
。

（
九
○
）
孝
寄
が
発
熱
し
、
意
識
が
は
っ
き
り
し
な
い
と
き
、
劉
婆
が
呼
ば
れ
、
彼
女
は
脈
を
と
り
、
株
砂
丸
を
姜
湯
と
と
も
に
服
用
し
て

よ
く
な
っ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
て
あ
る
。

こ
の
と
き
の
、
謝
礼
は
三
銭
で
あ
っ
た
。

（
一
○
○
）
最
終
回
、
播
金
蓮
の
女
中
で
あ
っ
た
春
梅
は
、
周
統
制
と
い
う
武
人
に
嫁
ぐ
が
、
『
水
耕
伝
』
中
の
英
雄
、
宋
江
征
伐
の
最
中
、

る
○
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『
金
瓶
梅
』
の
背
景
は
、
日
本
で
は
、
藤
原
忠
実
の
平
安
時
代
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
、
明
代
で
、
足
利
義
晴
と
か
、
織
田
信
長
な
ど
が
活

躍
し
て
い
た
時
代
と
思
っ
て
よ
い
。
明
代
を
中
心
に
し
て
糸
る
。

ま
ず
単
位
か
ら
い
え
ば
、
公
石
Ⅱ
一
○
○
リ
ッ
ト
ル
、
公
升
Ⅱ
一
リ
ッ
ト
ル
、
一
石
Ⅱ
十
斗
、
一
斗
Ⅱ
十
升
、
一
升
Ⅱ
十
合
、
一
両
Ⅱ
一
○

○
○
文
銭
と
し
て
計
算
す
る
。
（
）
内
宋
代
平
均
。

米
価
：
毎
公
石
、
一
・
一
両
（
○
・
五
両
）

こ
こ
で
医
師
の
謝
礼
に
つ
い
て
桑
よ
う
。
お
の
お
の
の
と
こ
ろ
で
そ
の
金
額
に
つ
い
て
ふ
れ
た
が
、
銀
一
両
、
絹
一
疋
と
は
ど
の
く
ら
い
の

も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
、
『
中
国
貨
幣
史
』
（
彰
信
威
著
、
上
海
人
民
出
版
、
一
九
八
八
年
八
月
）
を
参
考
に
し
て
糸
よ
う
。
物
の
価
値
は
時
代
に
よ

っ
て
変
動
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

そ
の
後
、
西
門
慶
家
も
、
金
軍
の
侵
入
で
避
難
す
る
が
、
永
福
寺
の
普
静
老
師
に
よ
っ
て
、
こ
の
長
い
大
河
小
説
に
出
て
き
て
、
死
亡
し
た

人
々
の
後
生
（
托
生
）
の
有
様
が
語
ら
れ
る
。
の
ち
に
西
門
慶
家
は
、
忠
実
な
使
用
人
、
歌
安
が
盛
り
か
え
し
、
西
門
安
と
名
を
か
え
、
西
門

小
員
外
と
人
々
か
ら
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
彼
は
月
娘
を
養
い
、
彼
女
は
七
十
歳
の
寿
を
た
も
つ
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
こ
の
物

語
り
は
ピ
リ
オ
ド
が
う
た
れ
る
。

、
と
拝
娃
ラ
（
》
○

戦
死
す
る
。
彼
女
は
そ
の
後
、
そ
の
家
来
の
子
息
、
周
義
と
密
通
を
重
ね
、
日
夜
も
な
い
有
様
と
な
り
、
つ
い
に
、
骨
蒸
病
症
に
な
っ
て
し
ま

い
､絹

毎
疋
・
・
○
・
五
両
（
一
・
○
両
）

馬
一
匹
・
・
二
○
両
（
十
四
・
三
両
）

逐
日
吃
薬
、
減
了
飲
食
、
消
了
精
神
、
体
痩
如
柴
、
而
負
淫
不
巳
、
一
日
過
了
他
生
辰
、
到
六
月
伏
署
天
気
、
早
辰
晏
起
、
不
料
他
楼
着
周

義
在
床
上
、
一
泄
之
後
、
鼻
口
背
出
涼
気
、
淫
津
流
下
一
窪
口
、
就
鳴
呼
哀
哉
、
死
在
周
義
身
上
、
亡
年
二
九
歳
。
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（
八
）
播
金
蓮
は
千

を
行
う
。
西
門
慶
は
、

祢
且
休
慌
…
我
還
壺

次
に
、
鍼
灸
関
係
を
桑
て
み
る
と
、
鍼
を
さ
す
と
い
う
文
字
は
出
て
く
る
が
、
具
体
的
な
記
述
は
み
ら
れ
な
い
。
灸
関
係
と
導
引
按
摩
の
部

分
が
あ
る
の
で
述
べ
て
お
き
た
い
。
灸
は
い
ず
れ
も
、
直
接
灸
で
、
治
療
と
し
て
行
わ
れ
る
場
合
と
、
セ
ッ
ク
ス
の
場
面
の
と
き
登
場
し
て
く

こ
う
染
る
と
、
西
門
慶
が
支
払
っ
て
い
た
医
師
に
対
す
る
謝
礼
は
相
当
高
額
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ち
な
承
に
、
我
が
国
の
江
戸
時
代
の
貨
幣
制
度
で
は
、
一
両
Ⅱ
四
分
Ⅱ
十
六
朱
Ⅱ
四
○
○
○
文
Ⅱ
四
貫
文
、
一
分
Ⅱ
四
朱
Ⅱ
四
○
○
文
Ⅱ
一

貫
文
、
一
朱
Ⅱ
二
五
○
文
と
い
う
四
進
法
が
と
ら
れ
て
い
た
。

る
興
味
が
あ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

あ
わ
て
な
い
で
、
ま
だ
蓋
子
Ⅱ
》

こ
と
を
い
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

膏
薬
毎
張
：
一
文

こ
う
染
る
と
、
西

牛
一
匹
・
・
五
・
五
両

羊
一
匹
：
○
・
五
両

猪
一
匹
・
・
一
・
五
両

犬
一
匹
：
○
・
一
両

鶏
一
羽
・
・
○
・
四
両

三
、
鍼
灸
関
係
部
門

播
金
蓮
は
夫
で
あ
っ
た
武
大
の
死
を
と
も
ら
う
た
め
僧
を
呼
ん
で
施
餓
鬼
を
し
て
も
ら
う
が
、
そ
の
最
中
、
来
て
い
た
西
門
慶
と
事

我
還
要
在
蓋
子
上
焼
一
下
児
哩
：
、

で
、
ま
だ
蓋
子
Ⅱ
恥
骨
丘
の
処
を
焼
か
な
け
れ
ば
と
い
う
が
、

（
○
・
一
両
）

（
八
・
○
両
）

（
○
・
六
両
）

こ
の
場
面
は
の
ち
の
い
ろ
い
ろ
な
場
面
を
考
え
る
と
灸
を
す
る
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（
三
二
）
西
門
慶
Ｌ

は
、
劉
婆
の
こ
と
を
、

胡
針
乱
灸
的
、
男
一

と
い
う
。
胡
針
乱
灸
、

（
五
二
）
西
門
慶
叶

胡
針
乱
灸
的
、
男
請
小
児
科
太
医
君
弦
児
。

と
い
う
。
胡
針
乱
灸
と
は
、
文
字
通
り
、
い
い
か
げ
ん
に
針
を
さ
し
、
や
た
ら
に
灸
を
す
え
る
と
い
う
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。

（
五
二
）
西
門
慶
は
や
っ
て
来
た
、
床
屋
に
頭
を
す
か
せ
、
耳
掃
除
を
さ
せ
て
、
さ
ら
に
、

稻
握
身
上
、
他
有
猿
身
上
一
弄
児
家
活
、
到
処
都
与
西
門
慶
浪
狸
過
、
又
行
導
引
之
法
、
把
西
門
慶
猿
弄
的
潭
身
通
泰
。

こ
の
場
面
は
、
床
屋
が
体
の
上
を
按
摩
す
る
道
具
を
も
っ
て
い
て
（
多
分
、
現
在
の
ロ
ー
ラ
ー
器
の
よ
う
な
も
の
か
？
）
彼
の
体
中
を
按
摩
し
た

う
え
で
導
引
術
を
施
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
体
が
す
っ
か
り
楽
に
な
り
、
五
銭
与
え
て
い
る
。

（
五
七
）
西
門
慶
は
、
呉
月
娘
に
ち
く
り
と
釘
を
さ
さ
れ
る
が
、
こ
の
と
き
「
項
門
上
針
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
。
項
門
の
一
針

と
い
う
こ
と
で
、
ツ
ポ
に
う
ま
く
は
ま
っ
た
一
針
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
項
門
と
は
百
会
穴
（
督
脈
）
に
相
当
す
る
。

（
五
九
）
官
寄
が
ひ
き
つ
け
、
意
識
不
明
と
な
り
、
劉
婆
が
呼
ば
れ
、
彼
女
は
官
寄
の

眉
横
、
膵
根
、
両
手
関
尺
奔
心
口
、
共
灸
了
五
蕪
を
行
う
。

こ
の
う
ち
、
眉
摺
は
措
竹
穴
（
膀
胱
経
）
、
膵
根
と
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ぽ
ん
の
く
ぼ
」
の
こ
と
だ
か
ら
、
唖
門
穴
（
督
脈
）
、
関
、
尺
と
は
寸
口

診
で
い
う
関
、
尺
、
と
す
れ
ば
、
経
渠
穴
と
列
峡
穴
（
肺
経
）
が
、
ま
た
心
口
と
は
「
染
ず
お
ち
」
だ
か
ら
中
皖
穴
か
上
院
穴
（
任
脈
）
に
相
当

さ
ん

す
る
と
思
わ
れ
る
。
五
蕪
の
蕪
と
は
、
ほ
ん
の
少
し
ひ
た
す
と
い
う
こ
と
だ
が
、
あ
と
の
（
七
八
）
回
に
、
西
門
慶
が
灸
を
す
る
の
に
、
酒
に

つ
け
た
も
の
で
灸
を
し
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
、
こ
れ
で
五
カ
所
灸
を
し
た
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
実
際
の
施
灸
部
位
は
七
カ
所

で
あ
る
。

（
六
一
）
西
門
慶
の
系
列
の
糸
屋
の
番
頭
に
韓
道
口
の
妻
、
王
六
児
と
西
門
慶
が
通
じ
た
と
き
、

焼
了
王
六
児
心
口
裡
、
拝
笄
謹
蓋
子
上
、
尾
停
骨
児
上
、
共
三
処
口
。

西
門
慶
と
李
瓶
児
と
の
間
に
う
ま
れ
た
子
、

官
寄
が
具
合
が
わ
る
く
な
る
と
、
呉
月
娘
は
劉
婆
を
呼
ぼ
う
と
い
う
が
、
西
門
慶
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１
と
、
》

必
個
》
Ｃ
Ｏ

を
セ
ッ
ク
ス
の
と
き
に
行
っ
て
い
る
。
鐘
蓋
子
と
は
恥
骨
丘
だ
ろ
う
が
、
尾
停
骨
は
尾
骨
部
と
お
も
わ
れ
る
。
愛
情
の
あ
か
し
に
灸
を
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
性
感
増
強
の
た
め
か
理
解
し
に
く
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
六
七
）
こ
こ
で
も
床
屋
を
呼
ん
で
耳
掃
除
を
さ
せ
た
う
え
で
、

掌
木
浪
猿
子
身
上
、
行
按
摩
之
術
。

と
い
う
具
合
と
な
る
。
陰
戸
と
は
一

な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

を
行
っ
て
い
る
。

（
七
五
）
妾
の

我
専
一
会
猯
毎

我
児
、
我
心
里
要
在
祢
身
上
焼
姓
香
児
。

と
い
う
と
、
彼
女
は
ど
う
ぞ
と
い
う
。
こ
の
灸
を
す
え
た
い
と
い
う
こ
と
は
、
情
を
通
じ
た
い
と
い
う
意
志
表
示
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
西
門
慶
は
さ
き
の
林
夫
人
に
使
っ
た
灸
の
残
り
で
、
焼
酒
に
浸
し
た
も
の
を
用
い
て
い
る
。

（
七
八
）
さ
ら
に
同
回
、
疲
れ
た
西
門
慶
は
、
延
寿
丹
を
服
用
す
る
こ
と
を
思
、
い
た
つ
。
こ
の
薬
は
乳
と
と
も
に
飲
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
乳
母
の
章
四
児
に
乳
を
ほ
し
い
と
い
う
。

彼
は
急
に
彼
女
に
春
情
を
催
し
、

（
七
八
）
西
門
慶
は
林
夫
人
（
役
所
で
の
上
官
の
妻
）
と
交
わ
り
、
そ
の
あ
と
で
、

西
門
慶
就
任
這
婆
娘
心
口
与
陰
戸
、
焼
了
両
住
香
。

い
う
具
合
と
な
る
。
陰
戸
と
は
や
は
り
大
陰
唇
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
で
は
な
か
ろ
う
か
。
陰
戸
そ
の
も
の
の
と
こ
ろ
は
、
粘
膜
だ
か
ら
灸
は
し

酔
っ
た
勢
、
い
で
、
自
分
が
体
を
こ
れ
た
り
、
ひ
ね
っ
た
り
す
れ
ば
病
気
は
治
っ
て
し
ま
う
と
い
う
が
、
結
局
は
、
広
東
牛
黄
清
心
蝋
丸
で

妾
の
一
人
、

会
猯
骨
握
病
、

孟
玉
楼
が
、

手
到
病
除
。

嘔
吐
し
苦
し
ん
で
い
る
の
を
み
た
西
門
慶
は
、
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撤
去
他
抹
胸
児
、
一
個
坐
在
他
心
口
内
、
一
個
在
他
小
肚
児
底
下
、
一
個
安
在
他
謹
蓋
子
上
。

と
い
う
情
況
で
あ
る
。
抹
胸
児
と
は
胸
あ
て
、
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
の
よ
う
な
も
の
を
い
う
。
小
肚
と
は
下
腹
部
を
い
う
。
ゞ

灸
や
導
引
按
摩
と
い
う
方
面
が
、
前
者
は
治
療
面
で
は
、
劉
婆
の
よ
う
な
、
な
ん
で
も
屋
が
し
た
り
、
性
的
な
欲
情
の
発
露
と
な
っ
て
い
た

り
、
後
者
に
あ
っ
て
は
、
床
屋
（
今
で
も
理
髪
店
で
は
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
い
る
が
）
が
こ
れ
を
業
と
し
て
い
た
こ
と
な
ど
、
当
時
の
情

況
が
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

如
膠
似
漆
（
八
）
（

（
七
）
屈
渡
尿
流
。

両
者
の
親
密
の
さ
ま
と
い
う
言
葉
、
仙

情
沽
肝
脈
、
意
密
如
膠
（
六
）
（
八
二
）
・

如
膠
似
漆
（
八
）
（
十
三
）
似
漆
投
膠

す
で
に
（
六
一
）
（
八
五
）
の
薬
を
お
り
こ
ん
だ
詞
を
紹
介
し
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
情
交
の
有
様
を
う
ま
く
う
た
っ
て
い
る
。

（
一
）
第
一
、
腰
便
添
痙
。
第
二
、
眼
便
添
涙
。
第
三
、
耳
便
添
聾
。
第
四
、
鼻
便
添
涕
。
第
五
、
尿
便
添
滴
。

房
事
過
度
の
と
き
あ
ら
わ
れ
た
五
つ
の
症
状
。

娘
子
心
内
嬉
、
快
活
殺
両
片
陳
皮
。

『
金
瓶
梅
』
で
は
、
医
学
に
関
係
す
る
広
い
意
味
で
の
詩
詞
や
言
葉
が
多
く
出
て
く
る
。
こ
れ
ら
を
ざ
っ
と
な
が
め
て
み
た
い
。

（
八
二
）
当
帰
半
夏
紫
紅
石
、
可
意
犢
榔
招
倣
女
婿
。
浪
蕩
根
挿
入
華
麻
内
、
母
丁
香
左
右
偶
、
大
麻
花
一
陣
昏
迷
、
白
水
銀
撲
族
下
、
紅

非
常
に
喜
ぶ
こ
と
を
い
う
。
意
味
は
ち
が
う
が
、
似
た
字
を
使
っ
た
も
の
に
、

（
一
）
思
情
似
漆
、
心
意
如
膠
。

四
、
医
学
に
関
す
る
詩
詞
、
言
葉

似
漆
投
膠
（
九
九
）
。

他
に
似
た
も
の
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
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頭
の
骨
が
八
つ
に
さ
け
る
ほ
ど
の
驚
き
。

と
は
な
い
）
と
の
音
峪

だ
と
い
う
こ
と
。

三
戸
と
は
道
教
学
的
な
身
体
観
。
上
、
中
、
下
の
丹
田
に
そ
れ
ぞ
れ
三
戸
神
が
い
る
と
い
う
考
え
か
た
。
五
陵
と
は
、
唐
長
安
の
五
帝
陵
を

い
う
が
、
当
時
の
詩
人
は
長
安
の
青
年
の
こ
と
を
五
陵
青
年
と
い
っ
た
。
そ
れ
か
ら
五
陵
気
と
は
、
血
気
が
旺
ん
な
こ
と
に
た
と
え
る
。
五
臓

気
と
は
文
字
通
り
五
臓
の
気
が
天
を
つ
く
と
い
う
こ
と
で
、
怒
り
心
頭
に
発
す
と
い
う
よ
う
な
意
味
。

（
二
）
寄
語
富
児
休
暴
診
、
倹
如
良
薬
可
医
貧
。
金
持
ち
の
人
よ
、
ば
か
な
こ
と
は
や
め
な
さ
い
。
倹
約
こ
そ
が
、
貧
乏
を
な
お
す
良
薬

何
を
考
え
て
い
る
の
か
、
貴
方
の
腹
の
．

（
二
）
三
Ｆ
神
暴
跳
、
五
陵
気
沖
天
。

（
七
五
）
三
戸
神
暴
跳
、
五
臓
気
沖
天
。

尿
胞
（
泡
）
種
子
（
三
一
）
（
四
一
）
が
あ
る
。

（
八
）
我
若
負
了
祢
情
意
、
生
碗
来
大
庁
瘡
、
害
三
五
年
黄
病
。

も
し
、
お
前
の
気
持
に
そ
む
け
ば
、
碗
ほ
ど
の
大
き
な
庁
と
か
、
三
五
年
も
わ
づ
ら
う
黄
疸
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
（
だ
か
ら
そ
ん
な
こ

地
獄
に
仏
と
い
っ
た
意
味
。

（
一
○
）
病
草
董
董
遇
媛
風
。

（
二
六
）
病
草
凄
凄
遇
暖
風
。

（
二
）
（
六
二
）
肚
裡
蛆
虫
。

（
九
）
分
門
八
塊
頂
梁
骨
。

（
十
二
）
涯
一
刻
似
三
秋
、
勝
一
時
如
半
夏
。

貴
方
の
腹
の
中
に
い
る
蛆
虫
で
は
な
い
か
ら
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
、

い
う
意
味
の
言
葉
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
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（
七
九
）
総
是
盧
医
缶
奈
何
ｌ

い
ず
れ
も
扁
鵲
（
盧
医
）
ほ
ど
の

（
一
七
）
（
五
九
）
驚
損
六
葉
連
肛

驚
き
の
は
げ
し
い
さ
ま
を
い
う
。

（
四
七
）
驚
駮
六
葉
連
肝
胆
、
華

（
二
○
）
七
病
八
病
。
（
一
）
十
病
九
痛
。

い
ろ
い
ろ
の
病
気
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

（
二
六
）
与
其
病
後
能
求
薬
、
不
若
病
前
能
自
防
。

自
分
自
身
の
病
気
の
予
防
、
ふ
だ
ん
の
養
生
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。

（
四
一
）
（
八
六
）
養
蝦
蟆
得
水
盤
児
病
。

右
と
同
じ
こ
と
。

（
八
五
）
挨
一
日
、
似
三
秋
、
過
一
宵
如
半
夏
。

と
も
に
一
日
千
秋
の
お
も
い
と
い
っ
た
こ
と
、
そ
の
待
ち
ど
お
し
さ
を
、
中
薬
の
半
夏
に
か
け
て
い
る
。

（
一
三
）
頭
上
打
一
下
、
脚
底
板
響
的
人
。

打
て
ば
ひ
び
く
と
い
う
人
の
こ
と
を
い
う
。

（
一
四
）
（
二
五
）
（
八
一
）
七
個
頭
八
個
胆
。

胆
っ
玉
の
大
き
い
こ
と
を
い
う
。

（
一
半
〕
）

（
一
ハ
ー
）

（
七
九
）

雛
盧
扁
莫
之
能
救
。

扁
鵲
盧
医
難
下
手
。

盧
医
）
ほ
ど
の
名
医
で
も
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ
と
。

驚
損
六
葉
連
肝
肺
、
読
壊
三
毛
七
孔
心
。

読
壌
三
魂
七
孔
心
。
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頭
蓋
の
大
泉
門
が
ま
だ
開
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
乳
児
を
さ
し
て
い
る
＆

（
五
一
）
（
七
四
）
一
個
毛
孔
児
裡
生
個
天
庖
瘡
。
も
し
、
悪
い
こ
と
を
し
て
い
る
な
ら
、
一
個
一
個
の
毛
穴
に
萢
瘡
が
で
き
る
だ
ろ
う
（
だ
か

ら
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
し
て
い
な
い
）
と
い
っ
た
意
味
。

（
六
三
）
龍
鬚
煮
薬
医
無
効
、
態
胆
為
丸
画
末
乾
。
悲
し
拳
が
つ
よ
い
と
、
何
を
し
て
も
効
め
が
な
く
、
ま
た
何
も
す
る
気
が
な
い
と
い
つ

（
六
三
）
龍
鬚
煮
薬
医
無
効
、

た
意
味
の
と
き
使
わ
れ
て
い
る
。

て
少
く
今
（
》
Ｃ

六
慾
と
は
、
仏
教
で
い
う
六
賊
根
、
つ
ま
り
、
眼
、
鼻
、
舌
、
耳
、
意
、
身
の
慾
を
さ
す
。
七
情
と
は
、
嬉
、
怒
、
憂
、
思
、
悲
、
恐
驚

の
七
種
の
精
神
情
志
の
変
化
を
い
い
、
中
医
学
で
は
六
淫
（
風
、
寒
、
暑
、
湿
、
燥
、
火
）
七
情
と
も
い
う
。

予
期
し
な
い
結
果
が
う
ま
れ
た
こ
と
を
い
う
。

（
四
八
）
弦
子
顔
門
末
長
満
。

文
字
通
り
重
篤
な
状
態
の
こ
と
ゞ

（
七
九
）
病
在
實
盲
、
難
以
治
療
。

（
八
十
）
蹄
唾
融
心
溢
肺
肝
。

甘
い
つ
ば
（
接
吻
し
て
）
が
く

咳
嗽
、
痩
は
黄
、
気
管
支
炎
の
よ
う
な
症
状
。

（
八
三
）
（
九
八
）
木
辺
之
目
、
田
下
之
心
。

こ
の
と
お
り
追
っ
て
い
く
と
「
相
思
」
と
い
う
字
と
な
る
。

（
八
十
）
疾
火
之
疾
。

（
九
四
）
六
慾
七
情
。

が
心
を
と
ろ
け
さ
せ
、
肺
や
肝
に
あ
ふ
れ
る
こ
と
。
食
べ
て
美
味
し
い
と
き
沃
肺
融
心
（
六
七
）
と
い
う
言
葉
も
出
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ま
た
、
特
色
が
あ
っ
た
の
は
、
劉
婆
の
よ
う
な
、
巫
医
と
い
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
働
き
を
し
て
い
る
も
の
が
い
た
り
、
醇
尼
、
王
尼
と
い

っ
た
尼
が
、
妊
娠
を
期
待
す
る
符
水
を
与
え
た
り
、
他
方
で
は
祈
祷
や
、
宝
巻
を
よ
ん
だ
り
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
「
三
姑
六

婆
」
（
道
姑
、
卦
姑
、
尼
姑
と
牙
婆
、
媒
婆
、
師
婆
度
婆
、
薬
婆
、
隠
（
産
）
婆
）
『
轆
耕
録
』
）
の
活
躍
が
特
色
で
、
こ
れ
ら
は
ま
た
、
西
門
慶
家
に
出

入
り
、
密
着
し
て
生
活
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
明
代
の
風
景
が
目
の
前
に
生
々
し
く
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
の
医
学
と
、
マ
ジ
カ

ル
な
冗
的
な
方
術
面
の
境
界
も
ぼ
や
け
て
、
道
教
医
学
的
側
面
も
強
く
浮
び
あ
が
っ
て
く
る
。
こ
の
道
教
医
学
見
地
か
ら
検
討
を
加
え
た
も
の

は
、
別
稿
と
し
た
。

い
ま
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
『
金
瓶
梅
』
の
な
か
に
は
、
中
医
学
的
方
面
か
ら
ゑ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
面
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

そ
の
医
療
を
担
当
す
る
も
の
も
、
任
医
官
、
何
太
医
な
ど
の
医
師
も
い
る
し
、
趙
や
胡
医
師
の
よ
う
な
、
い
い
か
げ
ん
の
も
い
る
。
ま
た
、

い
わ
ゆ
る
串
鈴
医
（
鈴
医
、
行
医
、
走
医
）
と
い
っ
た
、
民
間
医
に
近
い
も
の
も
い
る
し
、
道
士
が
脈
を
と
っ
た
り
、
施
薬
し
た
り
し
て
、
そ
の

範
囲
も
極
め
て
雑
然
と
し
て
い
る
。

洗
足
、
搾

れ
て
い
る
。

そ
の
他
、

が
あ
る
。

音
』し､

味
○ そ

の
他
、
出
現
す
る
字
句
を
紹
介
す
る
と
、
・

心
肝
ｌ
い
と
し
い
大
事
な
あ
な
た
と
い
う
こ
と
。
た
と
え
ば
、
「
我
的
心
肝
」
「
心
肝
性
命
」
な
ど
。
吃
洗
脚
水
ｌ
泥
水
で
も
の
め
と
い
っ
た

お
わ
り
に

修
了
足
甲
ｌ
房
事
の
前
に
足
を
洗
う
こ
と
で
あ
る
が
、
単
に
そ
れ
だ
け
で
な
く
局
所
を
洗
っ
て
き
よ
め
る
と
い
う
意
味
も
あ
る
と
さ

現
在
我
々
が
使
っ
て
い
る
の
と
同
じ
言
葉
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
感
冒
、
風
寒
、
傷
寒
病
、
破
傷
風
、
精
液
、
月
経
、
生
薬
な
ど

(158） 158



と
こ
ろ
で
、
こ
の
『
金
瓶
梅
詞
話
』
に
み
ら
れ
る
中
医
学
的
な
と
こ
ろ
は
、
そ
の
描
写
が
、
医
学
的
な
素
養
が
な
げ
れ
ば
記
述
で
き
な
い
と

こ
ろ
か
ら
ゑ
て
、
そ
の
作
者
と
さ
れ
て
い
る
「
笑
笑
生
」
は
い
か
な
る
人
物
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
さ
え
で
て
く
る
。
こ
の
人
物

は
、
医
師
あ
る
い
は
医
師
に
近
い
医
学
に
詳
し
い
も
の
だ
っ
た
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
著
者
は
一
人
で
は
な
く
、
医
学
的
な
部
分
は
、
専
門
家

が
書
い
た
か
、
ま
た
は
、
助
言
を
得
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
『
金
瓶
梅
』
は
、
単
な
る
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
明
代
と
い
う
時
代
の
有
様
を
如
実
に
我
々
に
残
し
、
知

ら
せ
て
く
れ
て
い
る
大
き
な
遺
産
と
い
え
よ
う
。

註（
註
一
）
す
で
に
『
周
礼
、
地
官
媒
氏
疏
』
に
、
「
三
十
之
男
、
二
十
之
女
、
和
合
使
成
婚
姻
」
と
あ
る
か
ら
、
和
合
と
は
婚
姻
ｌ
男
女
の
契
り
で
あ
る
こ

と
が
分
る
。
和
合
湯
、
ま
た
は
和
合
茶
は
婚
姻
風
俗
と
し
て
見
ら
れ
る
。
新
郎
、
新
婦
と
伴
娘
と
い
う
媒
酌
婦
人
と
が
、
床
の
上
で
、
和
合
茶
を

そ
れ
ぞ
れ
三
口
づ
つ
飲
桑
、
仲
良
く
、
和
い
睦
じ
く
、
幸
福
を
願
う
。
こ
の
和
合
茶
は
、
鶏
卵
、
紅
茶
、
蒻
枝
が
入
っ
て
い
て
、
早
く
子
供
が
で

き
る
よ
う
に
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
婚
礼
時
に
か
か
げ
る
絵
に
、
「
和
合
二
聖
図
」
が
あ
る
。
伝
え
ら
れ
る
処
に
よ
れ
ば
、
こ
の
二

人
は
財
神
の
趙
玄
壇
の
部
下
で
あ
る
と
い
う
説
と
、
清
の
雍
正
帝
が
唐
の
貞
観
時
代
の
高
僧
で
あ
る
寒
山
・
拾
得
を
封
じ
た
が
、
そ
の
彼
等
で
あ

る
と
い
う
説
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
夫
婦
の
和
譜
を
祈
っ
た
も
の
で
あ
る
。
永
尾
龍
造
氏
の
『
支
那
民
俗
誌
（
一
）
』
に
「
和
合
符
」
の
図

が
あ
る
が
、
こ
れ
は
和
合
こ
そ
が
、
天
地
間
の
最
も
根
本
的
な
法
則
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
シ
ン
ポ
ラ
イ
ズ
し
て
い
る
。

（
註
二
）
朱
砂
丸
薬
は
、
官
寄
が
発
熱
、
嘔
吐
、
驚
心
状
態
に
な
っ
た
と
き
、
次
の
薄
荷
燈
心
湯
と
共
に
劉
婆
が
の
ま
し
て
い
る
。
次
の
株
砂
丸
は
孝
嵜
が

同
じ
よ
う
な
有
様
の
と
き
、
や
は
り
劉
婆
が
生
薑
湯
と
と
も
に
与
え
て
い
る
。

（
註
三
）
媚
薬
の
誤
飲
に
よ
る
症
状
で
あ
る
が
、
こ
れ
ほ
ど
急
激
で
、
重
篤
な
経
過
を
と
る
西
洋
医
学
的
病
名
の
適
当
な
も
の
が
な
い
。
炎
症
、
出
血
、
疹

痛
な
ど
に
よ
り
シ
ョ
ッ
ク
状
態
に
陥
ち
入
り
、
救
命
的
手
段
も
全
く
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
小
説
の
一
場
面
と
し
て
の
誇
張
的
表
現
で
あ
る
と
い

う
こ
と
も
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

（
註
四
）
こ
こ
で
「
手
小
陰
脈
」
と
は
何
を
指
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
説
が
あ
る
。
一
、
神
門
穴
（
手
の
少
陰
心
経
）
と
い

う
説
。
王
泳
注
で
は
、
「
手
少
陰
脈
、
謂
掌
後
陥
者
中
、
当
小
指
動
而
応
手
者
也
」
．
と
あ
る
。
二
、
寸
口
脈
の
尺
部
だ
と
い
う
説
。
『
素
問
直
解
』

（159）159



参
考
文
献

（
一
）
吉
元
昭
治
「
道
教
と
中
国
医
学
」
『
道
教
２
』
二
五
五
’
三
一
○
頁
、
平
河
出
版
、
東
京
、
一
九
八
三
（
昭
和
五
十
八
年
）
。

（
一
一
）
吉
元
昭
治
『
道
教
と
不
老
長
寿
の
医
学
』
平
河
出
版
、
東
京
、
一
九
八
九
（
平
成
元
年
）
。

（
三
蘭
陵
笑
笑
生
『
全
本
金
瓶
梅
詞
話
』
香
港
太
平
書
局
、
香
港
、
一
九
八
七
年
。

（
ｇ
允
鍵
編
『
金
瓶
話
詞
話
』
増
休
智
文
化
事
業
、
台
北
。

宝
）
斉
煙
他
校
点
『
新
刻
繍
像
批
評
金
瓶
梅
』
三
聯
書
店
、
香
港
、
一
九
九
○
年
。

宍
）
小
野
忍
他
訳
『
金
瓶
梅
』
平
凡
社
、
東
京
、
一
九
六
二
（
昭
和
三
十
七
年
）
。

（
ち
丁
摺
冗
『
続
金
瓶
梅
』
天
一
出
版
、
台
北
、
一
九
七
五
（
民
国
六
四
年
）
。

（
ｃ
澤
田
瑞
穂
『
増
補
宝
巻
の
研
究
』
国
害
刊
行
会
、
東
京
、
一
九
七
五
（
昭
和
五
十
年
）
。

兎
）
呉
晧
等
『
論
金
瓶
梅
』
文
化
芸
術
出
版
、
北
京
、
一
九
八
四
年
。

（
一
ｅ
復
旦
学
報
編
『
金
瓶
梅
研
究
』
復
旦
大
学
出
版
、
上
海
、
一
九
八
四
年
。

（
二
）
魏
子
雲
『
金
瓶
梅
詞
話
注
釈
』
上
・
下
、
中
州
古
籍
、
河
南
省
鄭
州
、
一
九
八
七
年
。

（
三
）
劉
輝
他
編
『
金
瓶
梅
研
究
集
』
斉
魯
書
社
、
山
東
省
済
南
、
一
九
八
八
年
。

（
三
）
周
釣
稻
『
金
瓶
梅
探
謎
与
芸
術
賞
折
』
吉
林
文
史
出
版
、
吉
林
省
長
春
、
一
九
九
○
年
。

（
西
）
李
布
青
『
金
瓶
梅
哩
語
俗
諺
』
宝
文
堂
書
店
、
北
京
、
一
九
八
八
年
。

（
三
）
命
志
文
『
金
瓶
梅
知
識
問
答
』
華
岳
文
芸
出
版
、
峡
西
省
西
安
、
一
九
九
○
年
。

（
天
）
徐
君
慧
『
従
金
瓶
梅
到
紅
楼
夢
』
広
西
人
民
出
版
、
広
西
省
南
寧
、
一
九
八
七
年
。

（
毛
）
石
昌
楡
他
『
金
瓶
梅
人
物
譜
』
江
蘇
古
籍
出
版
、
徐
州
、
一
九
八
八
年
。

（
六
）
古
典
文
学
研
究
資
料
彙
細
『
金
瓶
梅
資
料
梨
編
』
中
華
害
局
、
北
京
、
一
九
八
七
年
。

巻
二
に
、
「
小
陰
、
尺
脈
也
。
…
両
手
少
陰
動
脈
甚
者
、
則
知
腎
気
有
余
、
感
天
一
所
生
之
気
、
故
妊
子
也
」
と
し
る
さ
れ
て
い
る
。
三
、
「
手
小

陰
」
と
は
「
足
小
陰
」
だ
と
い
う
説
。
新
校
正
に
「
按
全
元
起
本
作
足
少
陰
」
と
か
か
れ
て
い
る
。
本
論
で
は
こ
こ
ま
で
詳
註
す
る
必
要
も
な
い

と
思
わ
れ
た
が
、
筆
者
と
し
て
は
、
誤
解
を
さ
け
る
意
味
で
、
註
に
し
る
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
筆
者
と
し
て
は
第
二
の
説
を
と
り
た
い
。

(160） 160



（
一
九
）

（
二
つ
）

（
二
一
）

（
二
一
一
）

（
一
二
一
一
）

（
二
四
）

（
二
五
）

（
一
二
〈
）

劉
守
華
「
中
国
民
間
叙
事
文
学
的
道
教
色
彩
」
『
中
国
道
教
』
一
九
九
○
年
。
第
一
期
、
総
十
一
二
期
、
三
一
Ｔ
二
五
頁
、
一
九
九
○
年
。

遊
佐
昇
「
道
教
と
文
学
」
『
道
教
２
』
三
二
’
三
六
九
頁
、
平
河
出
版
、
東
京
、
一
九
八
三
（
昭
和
五
十
八
年
）
。

王
利
器
編
『
金
瓶
梅
詞
典
』
古
林
文
史
出
版
、
長
春
、
一
九
八
八
年
。

上
海
市
紅
楼
夢
学
会
編
『
金
瓶
梅
鑑
賞
辞
典
』
上
海
古
籍
出
版
、
上
海
、
一
九
九
○
年
。

唐
圭
璋
編
「
唐
宋
詞
鑑
賞
辞
典
』
江
蘇
古
籍
出
版
、
徐
州
、
一
九
八
六
年
。

田
宗
尭
『
中
国
古
典
小
説
用
語
辞
典
』
聯
経
出
版
、
台
北
、
一
九
八
五
（
民
国
七
四
年
）
。

江
克
明
他
『
簡
明
方
剤
辞
典
』
上
海
科
学
技
術
出
版
、
上
海
、
一
九
八
九
年
。

朱
良
春
他
『
実
用
方
剤
辞
典
』
江
蘇
科
学
技
術
出
版
、
徐
州
、
一
九
八
九
年
。

（
順
天
堂
大
学
産
婦
人
科
）

（161）161



Chinesemedicinediscoveredin$0JingPingMei"(金瓶梅）

byShojiYOSHIMOTO

囚
①
「

UsinganovelwrittenintheMingdynasty(明)anddealingwiththetimeofZongdynasty

(宋),Itriedtoassessthecommonmedicalservicesavailableinthosedays.Thenameofthenovel

is$6JingPingMei''.Thebookcontainsmanydescriptionsofsexualactsandhadlongbeenlisted

asaneroticnovel,butbystudyingitscontentscloselywecametoseethatthelifeofthepeople
inoldentimesisvividlyandconciselyillustrated.

Whenapersonbecamecriticallyill,firstadoctorwascalledin,andthentheso-called@Cthree

nunsandsixoldwomen''(三姑六婆)gaveherbdrugsormoxatreatments.Theysometimesworked

asmidwives,saidprayers,oractedasashaman.TheylivedcloselywiththefamilyofXiMen

Qing(西門慶).Ifthesewomenwereunsuccessful,taoistscametoprayandperformrituals.

Finallythedivinerorfortune-teller(yin-yangmaster,陰陽師)madepreparationstoallowfree

passagetotheotherworld.Thenthedateofthefuneral,positionofthetomb,andthefateof

thepersonweretold.Thesestepsarealldescribedinthebook.

Thedoctordealswithmanydepartments,suchasRen(任),He(何),Liu(劉).Bogusdoctors

suchasHu(胡),andZhao(趙)alsoappearinthestories・Theyaregenerallycalledbelldoctorsor

wanderingdoctors.Theyareregardedassecond-classdoctors,buttheyweremorepopularwith

thecommonpeopleandwereengagedinmedicalservices.Infact,itseemsthattheywererespected
bythetownspeople.Insomeways,theywereassociatedwithtaoism.

（
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Throughoutthenovel,about20varietiesofChineseherbsarementioned,includingnon-

medicinaloneS.

Intheexaminationscene,pulsediagnosisisthemainactivity,andthediagnosisgivenseems

tobesufficientlyacceptablefromtheviewpointofChinesemedicine.

Moxatreatment,acupressuretherapy,andmassagearealsomentioned.Interestinglyenough,

moxaisburntduringthesexualact.Perhapsitwasanoldhabit,asitismentionedinseveral

scenes・Therearealsoacoupleofpoemsreferringtomedicinalherbs.

Thus,!GJingPingMei''tellsusofthemedicalpracticesandhabitscommoninChinainthose

davs・Wecometoeasilvseetheconnectionsbetweentaoismandmedicine.Thebookissofull
‐

ofinterestingmedicalmaterialsthat、insteadofrcadingitasaneroticnovel,itseemstobe

importanttostudyitfromthemedicalpointofview.
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